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二
〇
〇
九
年
九
月
。
後
に
、
中
島
耕
二
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
第
三
部
第
一
章
）。

（
注　

第
四
章
）

（
1
）	

松
尾
尊
兊
『
滝
川
事
件
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
七
頁
。
滝
川
事
件

と
そ
の
後
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
同
書
に
詳
し
い
。

（
2
）	

駒
込
武
・
川
村
肇
・
奈
須
恵
子
編
著
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
―
日

本
諸
学
振
興
委
員
会
の
研
究
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）、
三

〇
頁
。

（
3
）	

『
現
代
史
資
料　

四
二　

思
想
統
制
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
）
の

掛
川
ト
ミ
子
に
よ
る
解
説
（xxviii
頁
）。

（
4
）	

荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』（
第
八
巻
、

不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
三
九
頁
。

（
5
）	

前
掲
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
の
「
巻
末
附
表
六　

教
学
局
に
よ

る
『
要
注
意
』
教
員
調
査
一
覧
」
参
照
の
こ
と
。
教
学
局
は
、「
共
産
主
義

的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学
校
教
職
員
一
覧
」
を
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
自
由
主
義
的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学
校
教
職
員
一
覧
」
も
作
成
し
て
い

た
。

（
6
）	

宮
沢
俊
義
『
天
皇
機
関
説
事
件
―
史
料
は
語
る
―
』（（
上
）（
下
）
有
斐
閣
、

一
九
七
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
7
）	

「
第
一
次
政
府
声
明
（
昭
和
一
〇
．
八
．
三
）」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

15060083400

「
国
体
明
徴
問
題
」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）。

（
8
）	

「
第
二
次
政
府
声
明
（
昭
和
一
〇
．
一
〇
．
一
五
）」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

15060084400

「
国
体
明
徴
問
題
」（
国
立
公
文
書

館
所
蔵
）。

（
9
）	

「
国
体
明
徴
ノ
為
執
リ
タ
ル
処
置
概
要
（
昭
和
一
〇
．
一
〇
．
一
調
）」
や
、

「
国
体
明
徴
ニ
関
ス
ル
施
設
ノ
件
」（
一
九
三
七
年
一
月
か
ら
三
月
の
間
に
報

告
さ
れ
た
、
内
務
省
、
文
部
省
、
司
法
省
に
お
け
る
「
国
体
明
徴
ニ
関
ス
ル

施
設
」
に
つ
い
て
の
文
書
）JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.

A
15060084300

お
よ
びR

ef.A
15060085000

「
国
体
明
徴
問
題
」（
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）。

（
10
）	

一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
文
部
省
訓
令
第
四
号
（『
官
報
』
第
二
四
七
八

号
、
一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
）。

（
11
）	

関
係
す
る
帝
国
大
学
総
長
、
官
立
大
学
長
を
文
部
省
に
呼
ん
で
注
意
し
た

こ
と
は
、
一
九
三
五
年
九
月
二
五
日
の
記
載
の
あ
る
文
部
省
「
憲
法
学
説
問

題
ニ
関
ス
ル
施
設
及
処
置
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.

A
15060148000

「
国
体
明
徴
に
関
す
る
各
庁
の
施
設
」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	

同
右
。

（
13
）	

文
部
省
思
想
局
「
各
大
学
ニ
於
ケ
ル
憲
法
学
説
調
査
ニ
関
ス
ル
文
書
」
一

九
三
五
年
（
荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』

第
八
巻
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
六
三
頁
。
元
の
資
料
は
ア
メ
リ
カ

議
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
14
）	

前
掲
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
八
巻
、
六
頁
（
荻
野
の
解

説
）。

（
15
）	
同
右
、
二
六
五
頁
。

（
16
）	
同
右
、
二
八
三
頁
。

（
17
）	

同
右
、
二
八
一
頁
。

（
18
）	

荻
野
富
士
夫
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
―
「
思
想
統
制
」
か
ら
「
教
学
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錬
成
」
へ
―
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
一
六
八
頁
。

（
19
）	

た
だ
し
、
宮
沢
俊
義
は
東
京
帝
国
大
学
で
は
継
続
し
た
も
の
の
、
中
央
大

学
で
は
三
五
年
度
は
休
講
と
な
っ
て
い
る
。

（
20
）	
前
掲
「
各
大
学
ニ
於
ケ
ル
憲
法
学
説
調
査
ニ
関
ス
ル
文
書
」（
一
九
三
五

年
）
に
よ
る
と
、
所
属
大
学
の
学
長
を
文
部
省
に
呼
び
出
し
、
事
情
聴
取
を

行
な
っ
た
最
初
の
事
例
は
、
一
九
三
五
年
八
月
九
日
の
中
島
重
、
田
畑
忍
に

関
す
る
事
情
聴
取
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
き
八
月
一
九
日
に
は
早
稲
田
大
学
の

野
村
淳
治
、
中
野
登
美
雄
、
中
村
彌
三
次
、
一
一
月
一
八
日
に
は
東
京
帝
国

大
学
の
宮
沢
俊
義
、
野
村
繁
治
に
関
し
て
事
情
聴
取
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
の
三
名
に
つ
い
て
は
一
〇
月
五
日
に
、
八
月
の
聴
取
後
の
対
応

を
確
認
す
る
事
情
聴
取
も
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
21
）	

一
九
三
五
年
時
点
で
天
皇
機
関
説
が
教
え
ら
れ
て
い
た
「
憲
法
」
の
講
義

に
関
す
る
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
、
文
部
省
が
ど
こ
ま
で
個
別
に
具
体
的

に
監
視
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
全
貌
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な

く
と
も
関
西
学
院
大
学
に
残
さ
れ
た
文
部
省
と
の
往
復
文
書
に
は
、
一
九
三

六
年
度
の
「
憲
法
」
の
講
義
に
つ
い
て
文
部
省
思
想
局
が
追
跡
調
査
し
た
こ

と
を
示
す
通
牒
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
照
会
の
通
牒
も
そ
れ
へ
の
回
答
・
報

告
と
も
に
関
西
学
院
学
院
史
編
纂
室
所
蔵
『
文
部
省
関
係
文
書　

一
九
三

六
』
所
収
）。

（
22
）	

前
掲
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
八
巻
、
二
九
五
頁
。

（
23
）	

中
村
進
午
（
一
八
七
〇
～
一
九
三
九
）。
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
卒

業
。
専
門
は
国
際
公
法
。
学
習
院
教
授
だ
っ
た
時
に
、
対
露
強
攻
策
を
主
張

す
る
「
七
博
士
意
見
書
」
を
建
議
し
た
一
人
。
そ
の
後
、
東
京
高
等
商
業
学

校
教
授
に
転
じ
東
京
商
科
大
学
教
授
と
な
る
。
一
九
三
〇
年
に
東
京
商
科
大

学
名
誉
教
授
。
早
稲
田
大
学
、
日
本
大
学
、
拓
殖
大
学
な
ど
多
数
の
私
立
大

学
で
も
教
壇
に
立
っ
た
（
秦
郁
彦
編
『
日
本
近
代
人
物
履
歴
事
典
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
の
「
中
村
進
午
」
の
項
）。

（
24
）	

前
掲
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
八
巻
、
二
八
三
頁
。

（
25
）	

同
右
、
二
九
五
頁
。

（
26
）	

同
右
、
二
八
一
頁
。

（
27
）	

中
村
進
午
は
一
九
三
九
年
に
没
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
年
度
の
一
九
三
八

年
度
の
『
立
教
大
学
一
覧
（
昭
和
十
三
年
四
月
）』
に
は
経
済
学
部
の
「
憲

法
」
と
「
国
際
法
」
の
担
当
講
師
と
し
て
中
村
進
午
の
名
前
が
見
え
る
。
な

お
、「
憲
法
」
は
立
教
大
学
の
経
済
学
部
商
学
科
と
経
済
学
科
両
方
の
必
修

科
目
で
あ
っ
た
。

（
28
）	

前
掲
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
四
四
頁
。

（
29
）	

同
右
、
四
四
頁
。

（
30
）	

同
右
、
二
〇
一
頁
。

（
31
）	

『
国
体
の
本
義
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
、
久
保
義
三
『
昭
和
教
育
史
』

（
上
、
三
一
書
房
、
一
九
九
四
年
）
三
七
二
～
三
九
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
32
）	

前
掲
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
二
〇
五
～
二
〇
七
頁
。

（
33
）	

同
右
、
二
〇
七
～
二
一
二
頁
。
な
お
、
高
等
学
校
高
等
科
と
大
学
予
科
で

使
用
す
る
教
科
書
は
、
一
九
一
九
年
三
月
の
高
等
学
校
規
程
と
一
八
年
一
二

月
の
大
学
令
に
よ
り
、
文
部
大
臣
の
認
可
制
度
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
た
。

（
34
）	

教
学
局
「
昭
和
十
二
年
一
〇
月
一
六
日　

教
職
員
思
想
調
査
」、
同
「
極

秘
：
自
由
主
義
的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学
校
教
職
員
一
覧
（
昭
和
十
五
年

五
月
十
五
日
調
査
）」、
同
「
極
秘
：
共
産
主
義
的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学

校
教
職
員
一
覧
（
昭
和
十
五
年
六
月
十
四
日
調
）」
な
ど
。
前
掲
『
戦
時
下

学
問
の
統
制
と
動
員
』
一
八
四
～
一
九
三
頁
。

（
35
）	

同
右
、
一
八
八
～
一
九
三
頁
。
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な
お
、
当
時
の
立
教
大
学
の
所
属
教
員
と
し
て
は
、
河
西
太
一
郎
が
「
極

秘
：
共
産
主
義
的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学
校
教
職
員
一
覧
表
（
昭
和
十
五

年
六
月
十
四
日
調
）」
に
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
時
点
で
は
慶
應
義

塾
大
学
教
授
で
あ
り
、
の
ち
立
教
大
学
総
長
と
し
て
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
と

な
る
三
辺
金
蔵
は
「
極
秘
：
自
由
主
義
的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学
校
教
職

員
一
覧
（
昭
和
十
五
年
五
月
十
五
日
調
査
）」
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る

（
同
書
「
巻
末
附
表
六　

教
学
局
に
よ
る
『
要
注
意
』
教
員
調
査
一
覧
」
を

参
照
の
こ
と
）。

（
36
）	

教
学
局
で
勤
務
し
て
い
た
小
池
行
松
の
文
書
に
残
さ
れ
た
「
極
秘　

各
大

学
ニ
於
ケ
ル
要
注
意
教
授
、
講
師
調
（
内
務
省
調
）（
昭
和
十
四
年
二
月
二
十

日
）」
と
い
う
内
務
省
か
ら
の
調
査
情
報
一
覧
で
は
、
宮
沢
俊
義
は
「
急
進

自
由
主
義
（
憲
法
講
義
ニ
於
テ
第
四
条
ノ
講
義
ヲ
避
ク
ト
云
フ
）」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
内
務
省
で
も
密
偵
な
ど
を
使
っ
た
講
義
内
容
監
視
が
続
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（「
極
秘
各
帝
大
ニ
於
ケ
ル
要
注
意
教
授
、

講
師
調
（
内
務
省
調
）（
昭
和
十
四
年
二
月
二
十
日
）」
は
、
東
京
大
学
史
史

料
室
所
蔵
「
小
池
行
松
関
係
文
書
」
の
「
書
類
の
部
」
所
収
）。
前
掲
『
戦

時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
で
紹
介
し
て
い
る
「
要
注
意
」
教
員
に
関
す
る

教
学
局
の
調
査
・
監
視
に
関
わ
る
資
料
の
多
く
が
こ
の
「
小
池
行
松
関
係
文

書
」
所
収
の
も
の
で
あ
る
。

（
37
）	

前
掲
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
一
九
三
頁
。

（
38
）	

同
右
、
一
九
三
～
二
〇
〇
頁
。

（
39
）	

前
掲
『
現
代
史
資
料　

四
二　

思
想
統
制
』
の
掛
川
ト
ミ
子
に
よ
る
解
説

（xxviii

～xxix

頁
）。

（
40
）	

同
右
書
に
は
、
河
合
栄
治
郎
の
二
・
二
六
事
件
へ
の
批
判
、
そ
し
て
河
合

栄
治
郎
の
休
職
処
分
に
至
る
経
過
調
査
の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書

の
掛
川
ト
ミ
子
に
よ
る
解
説
を
参
照
の
こ
と
（xxix

頁
）。

（
41
）	

同
右
書
の
掛
川
ト
ミ
子
に
よ
る
解
説
（xxix

～xxxiv

頁
）。
同
書
に
津

田
左
右
吉
の
事
件
に
関
す
る
資
料
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）	

『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）「
津
田
左
右
吉
事
件
」
の
項
。

（
43
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
14　

昭
和
十
七
年
』（
復
刻
版
、
三

一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
六
四
～
六
八
頁
。

（
44
）	

『
柏
影
回
顧
』（
非
売
品
、
一
九
四
一
年
）、「
は
し
が
き
」。
同
書
は
「
大
正

九
年
六
月
第
一
高
等
学
校
英
法
科
」
卒
業
し
た
同
窓
生
の
卒
業
後
二
十
周
年

記
念
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
。

（
45
）	

『
遠
山
郁
三
日
誌
』
巻
末
の
参
考
資
料
の
教
員
一
覧
参
照
（
四
五
五
頁
、

四
八
四
頁
）。

（
46
）	

前
掲
『
柏
影
回
顧
』。
一
高
同
窓
会
編
『
第
一
高
等
学
校
同
窓
生
名
簿

（
平
成
七
年
版
）』
で
も
確
認
。
ち
な
み
に
、
宮
沢
俊
義
は
東
京
帝
国
大
学
法

学
部
政
治
学
科
に
進
学
・
卒
業
し
、
長
谷
部
文
雄
は
京
都
帝
国
大
学
経
済
学

部
に
進
学
・
卒
業
し
た
。

（
47
）	

「
新
春
読
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
宮
川
実
先
生
を
訪
ね
て　

春
闘
を
前
に
大

い
に
語
る
」（
労
働
者
教
育
協
会
編
集
『
学
習
の
友
』
一
九
七
六
年
一
月
号
）

二
二
頁
。

	

　

宮
川
実
は
一
九
四
六
年
一
月
に
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
と
し
て
復
職
し
、

一
九
五
七
年
七
月
に
退
職
し
た
後
（
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会

編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
六

年
、
二
二
九
頁
）、
五
二
年
に
創
立
し
た
労
働
者
教
育
協
会
の
活
動
に
中
心

的
に
関
わ
り
続
け
、
同
協
会
の
会
長
、
名
誉
会
長
を
つ
と
め
た
（
畑
田
重
夫

「
宮
川
實
先
生
の
死
去
を
悼
む
―
お
別
れ
の
言
葉
―
」（
労
働
者
教
育
協
会
編

『
学
習
の
友
』
一
九
八
五
年
一
二
月
号
、
八
二
～
八
三
頁
）。
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（
48
）	

「
河
上
先
生
の
思
い
出
」（
学
生
書
房
編
集
部
編
『
闘
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

―
近
代
日
本
の
革
命
的
人
間
像
―
』
学
生
書
房
、
一
九
四
八
年
）
一
二
五
頁
。

（
49
）	

宮
川
実
「
思
出
と
近
況
」（
前
掲
『
柏
影
回
顧
』
一
二
二
～
一
二
四
頁
）。

（
50
）	
前
掲
「
河
上
先
生
の
思
い
出
」
一
二
八
頁
。

（
51
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
四
月
一
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

七
九
～
二
八
〇
頁
）。
た
だ
し
、
四
月
一
四
日
条
に
、
河
西
か
ら
、
宮
川
の

担
当
し
て
い
た
経
済
史
を
河
西
が
代
講
す
る
旨
の
報
告
が
見
ら
れ
、
河
西
は

四
月
一
七
日
以
前
に
宮
川
の
検
挙
の
事
態
を
把
握
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。

（
52
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
二
頁
）。

（
53
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
三
～
二
九
四
頁
）。

（
54
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
五
頁
）。

（
55
）	

立
教
大
学
経
済
学
部
『
立
教
大
学
経
済
学
部
一
〇
〇
年
史
』（
二
〇
〇
八

年
）
七
〇
頁
。『
立
教
大
学
経
済
学
部
一
〇
〇
年
史
』
で
は
、
こ
の
時
期
の

経
済
学
部
内
の
思
想
的
な
対
立
を
説
明
し
て
い
る
（
六
九
～
七
〇
頁
）。

（
56
）	

内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
14　

昭
和
十
七
年
』、
六
四
頁
。

内
務
省
警
保
局
保
安
課
編
『
特
高
月
報　

昭
和
十
六
年
十
二
月
分
』（
復
刻
版
。

政
教
出
版
社
、
一
九
七
三
年
。
以
下
の
『
特
高
月
報
』
も
同
様
）
に
よ
れ
ば

東
北
帝
国
大
学
学
生
・
聴
講
生
・
第
二
高
等
学
校
生
徒
ら
一
一
名
が
検
挙
さ

れ
て
い
る
（
一
一
四
頁
）。
こ
の
「
在
東
北
帝
大
学
生
を
中
心
と
す
る
朝
鮮

民
族
独
立
運
動
グ
ル
ー
プ
事
件
検
挙
取
調
状
況
」
は
内
務
省
警
保
局
保
安
課

編
『
特
高
月
報　

昭
和
十
七
年
三
月
分
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
三
～

二
〇
七
頁
）。

（
57
）	

前
掲
『
社
会
運
動
の
状
況
14　

昭
和
十
七
年
』
六
四
頁
。
前
掲
『
特
高
月

報　

昭
和
十
七
年
二
月
分
』
四
三
頁
。

（
58
）	

内
務
省
警
保
局
保
安
課
編
『
特
高
月
報　

昭
和
十
七
年
三
月
分
』
六
頁
。

な
お
、『
特
高
月
報
』
で
の
「
東
北
帝
大
関
係
」
事
件
の
検
挙
状
況
に
つ
い

て
は
、
内
務
省
警
保
局
保
安
課
編
『
特
高
月
報　

昭
和
十
七
年
七
月
分
』
一

五
～
一
六
頁
、
同
『
特
高
月
報　

昭
和
十
七
年
十
月
分
』
五
頁
、
二
〇
頁
。

（
59
）	

前
掲
『
社
会
運
動
の
状
況
14　

昭
和
十
七
年
』
六
四
～
六
七
頁
、
内
務
省

警
保
局
保
安
課
編
『
特
高
月
報　

昭
和
十
七
年
十
一
月
分
』
五
～
六
頁
。

（
60
）	

前
掲
『
社
会
運
動
の
状
況
14　

昭
和
十
七
年
』、
六
四
～
六
五
頁
。

（
61
）	

同
右
、
六
七
頁
。

（
62
）	

同
右
、
六
七
～
六
八
頁
。

（
63
）	

教
学
局
『
昭
和
十
六
年
三
月　

大
学
高
等
専
門
学
校
教
職
員
著
書
論
文
目

録
（
経
済
学
篇
）』（
教
学
局
、
一
九
四
一
年
三
月
）（
復
刻
版
は
、『
社
会
科

学
書
誌
書
目
集
成
』
第
三
三
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
）
二

六
四
～
二
六
八
頁
。

（
64
）	

同
右
、「
凡
例
」。

（
65
）	

同
右
、
二
六
六
頁
。
な
お
、「
戦
時
経
済
問
題
」
は
、
実
際
は
「
戦
時
経

済
問
答
」
で
あ
る
。

（
66
）	

検
挙
後
の
宮
川
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
回
想
「
留
置
所
と
わ
た
し
」
と
題

す
る
短
い
文
章
が
あ
る
（
労
働
者
教
育
協
会
編
『
学
習
の
友
』
一
九
七
三
年

八
月
号
、
一
二
頁
）。

（
67
）	
「
新
春
読
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
宮
川
実
先
生
を
訪
ね
て　

春
闘
を
前
に
大

い
に
語
る
」（
労
働
者
教
育
協
会
編
集
『
学
習
の
友
』
一
九
七
六
年
一
月
号
、

二
二
～
二
三
頁
）。
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（
68
）	

斉
藤
伸
義
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
決
定
過
程
に
お
け
る
『
戦
争
終

末
』
構
想
に
与
え
た
秋
丸
機
関
の
影
響
」（
立
教
大
学
史
学
会
『
史
苑
』
第
六

〇
巻
第
一
号
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）、
牧
野
邦
昭
の
一
連
の
著
作
・
論
考

（『
経
済
学
者
た
ち
の
日
米
開
戦
―
秋
丸
機
関
「
幻
の
報
告
書
」
の
謎
を
解
く

―
』
新
潮
社
、
二
〇
一
八
年
な
ど
）
を
参
照
の
こ
と
。
斉
藤
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
有
沢
広
巳
『
学
問
と
思
想
と
人
間
と
―
忘
れ
得
ぬ
人
々
の
思
い

出
―
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
七
年
）
の
「
支
離
滅
裂
の
秋
丸
機
関
」
の
項

で
は
、「
英
米
班
は
ぼ
く
が
主
査
で
、
宮
川
実
君
が
副
主
査
と
し
て
手
伝
っ

て
く
れ
た
」（
同
書
、
一
八
八
頁
）
と
あ
る
。

（
69
）	

な
お
、
有
沢
広
巳
や
秋
丸
機
関
の
実
際
の
運
営
者
で
あ
っ
た
秋
丸
次
朗
主

計
中
佐
の
、
戦
後
の
回
想
や
発
言
で
示
さ
れ
て
い
た
「
報
告
書
」
に
つ
い
て
、

従
来
の
通
説
と
斉
藤
伸
義
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
異
説
（
斉
藤
伸
義
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
決
定
過
程
に
お
け
る
『
戦
争
終
末
』
構
想
に
与
え
た
秋

丸
機
関
の
影
響
」（
立
教
大
学
史
学
会
『
史
苑
』
第
六
〇
巻
第
一
号
、
一
九
九

九
年
一
〇
月
）
を
踏
ま
え
た
上
で
、
通
説
と
異
説
の
前
提
を
批
判
的
に
再
吟

味
し
た
論
考
が
、
牧
野
邦
昭
『
経
済
学
者
た
ち
の
日
米
開
戦
―
秋
丸
機
関

「
幻
の
報
告
書
」
の
謎
を
解
く
―
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
八
年
）
で
あ
る
（
牧

野
の
同
書
一
〇
一
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
）。

（
70
）	

前
掲
『
経
済
学
者
た
ち
の
日
米
開
戦
―
秋
丸
機
関
「
幻
の
報
告
書
」
の
謎

を
解
く
―
』
三
六
頁
。

（
71
）	

直
井
の
検
挙
で
、『
蘇
聯
邦
経
済
力
調
査
』（
一
九
四
二
年
五
月
に
陸
軍
省

主
計
課
別
班
名
義
で
刊
行
）
は
、
当
初
の
計
画
よ
り
か
な
り
遅
れ
た
と
い
う
。

前
掲
『
経
済
学
者
た
ち
の
日
米
開
戦
―
秋
丸
機
関
「
幻
の
報
告
書
」
の
謎
を

解
く
―
』
七
一
～
七
二
頁
。

（
72
）	

一
九
二
七
年
一
月
二
八
日
申
請
、
一
九
二
七
年
三
月
二
日
結
了
「
立
教
大

学
々
則
、
予
科
生
徒
定
員
、
予
科
教
員
定
数
変
更
並
仮
校
舎
建
築
認
可
」
と

一
九
二
八
年
二
月
二
五
日
申
請
、
一
九
二
八
年
三
月
一
四
日
結
了
「
立
教
大

学
学
部
、
予
科
生
徒
定
員
、
予
科
教
員
定
数
変
更
並
仮
校
舎
建
築
認
可
」（
い

ず
れ
も
「
立
教
大
学　

自
大
正
一
五
年
三
月
至
昭
一
一
年
五
月　

第
一
冊
」

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
な
お
、
一
九
二
七
年
に
建
っ
た
仮
校
舎
は
『
立
教
大

学
新
聞
』
で
は
「
バ
ラ
ッ
ク
校
舎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
五
二
号
、
一
九
二
七
年
五
月
一
五
日
、
三
面
）。

（
73
）	

一
九
三
一
年
二
月
二
四
日
申
請
、
一
九
三
一
年
三
月
一
七
日
結
了
「
立
教

大
学
仮
校
舎
建
築
認
可
」（
前
掲
「
立
教
大
学　

自
大
正
一
五
年
三
月
至
昭
一

一
年
五
月　

第
一
冊
」）。

（
74
）	

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
再
版
、
立
教
大
学
、

二
〇
〇
八
年
）
一
〇
〇
～
一
〇
五
頁
。「
立
教
学
院
拡
張
計
画
案
（
メ
モ
リ
ヤ

ル
）」
の
理
事
会
で
の
可
決
は
、
一
九
三
三
年
八
月
二
日
の
第
七
回
理
事
会
で

あ
る
。

（
75
）	

前
掲
『
立
教
大
学
の
歴
史
』
一
一
一
頁
。

（
76
）	

一
九
三
六
年
五
月
一
四
日
申
請
、
一
九
三
六
年
一
二
月
二
一
日
結
了
「
予

科
校
舎
建
築
認
可
」（「
立
教
大
学　

自
昭
一
一
年
一
二
月
至
一
三
年
一
〇
月　

第
二
冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
77
）	

同
右
。

（
78
）	

同
右
。

（
79
）	
竣
工
が
一
九
三
七
年
三
月
二
七
日
で
あ
っ
た
と
の
記
載
は
、「
昭
和
三
十
年

二
月　

理
学
研
究
科
原
子
物
理
学
専
攻
（
博
士
課
程
）
及
び
数
学
専
攻
（
修

士
課
程
）
設
置
認
可
申
請
書
変
更
及
び
追
加
書
類
」
中
の
「
大
学
名
及
そ
の

沿
革
」（「
立
教
大
学　

自
昭
三
〇
年
一
月
至
四
月　

第
四
七
の
五
冊
」
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、「
建
築
又
ハ
取
得
年
月
日
」
に
つ
い
て
は
、
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「
財
団
法
人　

立
教
学
院　

昭
和
十
二
年
度
事
業
報
告
書
」
に
お
い
て
一
九

三
七
年
四
月
一
〇
日
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
新
制
大
学
を
申
請
し
た
書

類
中
の
財
産
目
録
で
も
同
様
で
あ
る
（
一
九
四
八
年
七
月
三
一
日
申
請
、
一

九
四
九
年
二
月
二
一
日
認
可
「
新
制
大
学
設
置
認
可
に
つ
い
て
」
中
の
財
産

目
録
。「
立
教
大
学　

自
昭
二
四
年
三
月　

第
四
七
の
一
冊
」
国
立
公
文
書

館
所
蔵
）。
な
お
曽
禰
武
「
予
科
の
現
状
と
計
画
」（『
立
教
学
院
学
報
』
一
九

三
七
年
五
月
五
日
号
、
六
頁
）
に
よ
れ
ば
新
た
な
予
科
校
舎
は
教
室
一
七
、

特
別
教
室
（
合
併
用
）
二
、
会
話
教
室
二
か
ら
な
り
、
生
徒
用
の
「
椅
子
の

構
造
や
大
き
さ
な
ど
は
一
高
、
帝
大
理
学
部
、
慶
應
予
科
等
の
新
校
舎
を
実

地
に
見
分
し
」
参
考
に
し
て
お
り
、
黒
板
は
「
東
大
理
学
部
二
号
館
の
新
式

の
も
の
と
同
じ
も
の
を
用
い
た
」
と
い
う
。
ま
た
教
室
と
廊
下
の
天
井
は
防

音
装
置
を
完
全
に
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
80
）	

曽
禰
武
「
予
科
の
現
状
と
計
画
」（『
立
教
学
院
学
報
』
一
九
三
七
年
五
月

五
日
号
）。
な
お
、
一
九
三
六
年
度
、
三
七
年
度
の
立
教
大
学
一
覧
は
未
見

の
た
め
、
正
確
な
変
化
を
た
ど
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
一
九
三
八
年
度
の

『
立
教
大
学
一
覧
（
昭
和
十
三
年
四
月
）』（
立
教
大
学
、
一
九
三
八
年
四
月
三

〇
日
）
で
は
、
根
岸
由
太
郎
も
久
保
田
正
次
も
、
文
学
部
、
経
済
学
部
、
予

科
の
す
べ
て
で
専
任
教
授
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
担
当
と
し
て
記
載
さ

れ
て
お
り
、
曽
禰
が
「
従
来
学
部
と
予
科
の
両
方
で
授
業
を
担
当
し
て
い
た

語
学
の
教
授
は
予
科
の
専
任
」
と
し
た
と
い
う
、「
予
科
の
現
状
と
計
画
」

で
の
説
明
と
は
異
な
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
（
部
分
的
に
は
実
施
し
た
の

か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
実
施
し
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
）
確
か

で
あ
る
。

（
81
）	

前
掲
「
予
科
の
現
状
と
計
画
」。

（
82
）	

一
九
三
二
年
学
則
「
第
四
章　

大
学
予
科
」
第
四
六
条
（「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
和
二
二
年
五
月　

第
一
三
冊
」
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）
の
一
九
三
一
年
一
二
月
二
七
日
申
請
、
一
九
三
二
年
一
月
六
日
結
了

「
立
教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」
よ
り
、
一
九
三
一
年
学
則
に
朱
書
き
訂
正
し

た
も
の
）。
こ
の
申
請
書
類
中
の
「
変
更
ノ
大
要
」
で
は
、「
大
学
予
科
ノ
学

科
目
中
倫
理
ヲ
修
身
ト
改
メ
及
商
科
学
科
目
名
及
其
ノ
排
列
ヲ
文
科
ト
同
様

ト
シ
選
択
科
目
英
語
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ン
グ　

英
語
速
記
ヲ
廃
止
ス
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

（
83
）	

一
九
三
三
年
三
月
三
一
日
申
請
一
九
三
三
年
四
月
一
六
日
結
了
「
立
教
大

学
々
則
中
変
更
認
可
」（
前
掲
「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
和
二

二
年
五
月　

第
一
三
冊
」）。

（
84
）	

『
立
教
大
学
一
覧
（
昭
和
十
三
年
四
月
）』（
立
教
大
学
、
一
九
三
八
年
四
月
）。

（
85
）	

『
立
教
大
学
一
覧
（
昭
和
十
四
年
度
）』（
立
教
大
学
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
）。

予
科
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
は
一
九
三
九
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
も
の
と
記

さ
れ
て
い
る
（
三
一
頁
）。

（
86
）	

一
九
三
九
年
二
月
一
四
日
申
請
、
一
九
三
九
年
三
月
一
六
日
結
了
（
一
九

三
九
年
三
月
一
五
日
認
可
）
立
教
大
学
学
則
変
更
認
可
」（
前
掲
「「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年
五
月　

第
一
三
冊
」）
こ
の
時
に
は
聖
公
会

神
学
院
の
分
離
と
関
わ
る
文
学
部
宗
教
学
科
の
学
科
課
程
変
更
と
大
学
予
科

の
学
科
課
程
変
更
が
申
請
さ
れ
た
。

（
87
）	

一
九
三
九
年
二
月
一
四
日
申
請
、
一
九
三
九
年
三
月
一
六
日
結
了
（
一
九

三
九
年
三
月
一
五
日
認
可
）「
立
教
大
学
学
則
変
更
認
可
」
中
の
「
予
科
ノ
制

度
及
学
課
〔
科
〕目

変
更
理
由
」（
前
掲
「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
二

二
年
五
月　

第
一
三
冊
」）。

（
88
）	

『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）「
軍
事
教
練
」
の
項
。『
近
代
日
本
総
合
年

表
』（
第
三
版
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
で
は
、
一
九
三
九
年
三
月
三
〇
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日
に
「
文
部
省
、
大
学
で
も
軍
事
教
練
を
必
修
と
す
る
」
と
あ
り
。

（
89
）	

一
九
二
七
年
一
月
二
八
日
申
請
、
一
九
二
七
年
三
月
二
日
結
了
「
立
教
大

学
々
則
、
予
科
生
徒
定
員
、
予
科
教
員
定
数
変
更
並
仮
校
舎
建
築
認
可
」
よ

り
「
大
学
予
科
教
員
調
」（
前
掲
「
立
教
大
学　

自
大
正
一
五
年
三
月
至
昭
和

一
一
年
五
月　

第
一
冊
」）。

（
90
）	

私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
『
立
教
大
学
要
覧
（
大
正
八
―
九
年
）』（
一
九

一
九
年
五
月
）。

（
91
）	

前
掲
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
二
〇
八
頁
。

（
92
）	

一
九
三
七
年
三
月
二
七
日
文
部
省
訓
令
第
七
号
「
高
等
学
校
高
等
科
修

身
・
国
語
及
漢
文
・
歴
史
・
地
理
・
哲
学
概
説
並
ニ
法
制
及
経
済
科
教
授
要

目
改
正
」（『
官
報
』
第
三
〇
六
八
号
、
一
九
三
七
年
三
月
二
七
日
）。

（
93
）	

「
高
等
学
校
並
大
学
予
科
教
科
書
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
三
八
年
二
月
二
四

日
付
発
図
一
八
号
、
文
部
省
図
書
局
長
発
関
西
学
院
大
学
長
宛
（「
文
部
省

関
係
文
書
」
一
九
三
八
年
、
関
西
学
院
学
院
史
編
纂
室
所
蔵
）。
前
掲
『
戦

時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
参
照
の
こ
と
。

（
94
）	

「
高
等
学
校
並
大
学
予
科
教
科
書
目
録
送
付
ノ
件
」
一
九
三
九
年
二
月
一

五
日
付
発
図
二
一
号
、
文
部
省
図
書
局
長
発
関
西
学
院
大
学
長
宛
通
牒

（「
文
部
省
関
係
文
書
」
一
九
三
九
年
、
関
西
学
院
学
院
史
編
纂
室
所
蔵
）。

（
95
）	

文
部
省
図
書
局
『
自
昭
和
十
三
年
十
一
月
至
昭
和
十
四
年
十
月
認
可
済　

高
等
学
校
大
学
予
科
教
科
書
目
録　

昭
和
十
五
年
一
月
』（
奥
付
欠
）、
七
九

頁
（
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）。

（
96
）	

一
九
四
〇
年
一
一
月
二
六
日
文
部
省
令
第
四
二
号
「
高
等
諸
学
校
教
科
書

認
可
規
程
」（『
官
報
』
第
四
一
六
七
号
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
六
日
）。
こ

の
規
程
の
廃
止
は
、
一
九
四
六
年
二
月
一
八
日
文
部
省
令
第
四
号
（『
官
報
』

第
五
七
二
七
号
、
一
九
四
六
年
二
月
一
八
日
）
に
よ
る
。

（
97
）	

文
部
省
図
書
局
『
昭
和
十
六
年
度
使
用
認
可
済　

高
等
諸
学
校
教
科
書
目

録
』（
奥
付
欠
）（
野
間
教
育
研
究
所
図
書
室
所
蔵
）。

（
98
）	

「
関
西
学
院
・
予
科
教
科
書
採
定
に
関
す
る
件
（
文
部
省
関
係
）―
一
九
三

三
～
一
九
四
三
―
」（
関
西
学
院
学
院
史
編
纂
室
所
蔵
）。
た
と
え
ば
、
こ
の

中
の
一
九
三
七
年
四
月
一
七
日
付
「
関
西
学
院
大
学
予
科
教
科
書
採
用
認
可

申
請
」
で
は
、
修
身
、
基
督
教
概
説
、
歴
史
、
地
理
、
哲
学
概
論
、
法
学
通

論
、
経
済
通
論
の
各
学
科
目
で
「
口
授
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
99
）	

一
九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
文
部
省
令
第
七
九
号
（『
官
報
』
号
外
、
一

九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
）。
た
だ
し
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
に
は
、
一
九
四

一
年
九
月
六
日
の
発
専
一
七
七
号
通
牒
に
よ
り
、
学
生
生
徒
の
卒
業
時
期
を

三
ヶ
月
繰
り
上
げ
と
す
る
内
報
が
す
で
に
各
大
学
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
（
一
九
四
一
年
九
月
八
日
条
、『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
七
七

頁
）、
そ
の
後
、
文
部
省
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、「
立
大
の
如
き
は
学
部
の

卒
業
の
み
と
解
し
て
差
支
な
し
。
予
科
に
は
及
は
す
」
と
の
回
答
を
得
て
い

る
（
一
九
四
一
年
九
月
一
六
日
条
、
同
一
八
〇
頁
）。

（
100
）	

一
九
四
一
年
一
一
月
一
日
文
部
省
令
第
八
一
号
（『
官
報
』
一
九
四
一
年

一
一
月
一
日
第
四
四
四
六
号
）。

（
101
）	

一
九
四
二
年
三
月
三
〇
日
文
部
省
令
第
二
七
号
（『
官
報
』
第
四
五
六
四

号
、
一
九
四
二
年
三
月
三
〇
日
）。
な
お
、
同
日
の
一
九
四
二
年
三
月
三
〇

日
文
部
省
令
第
二
八
号
「
高
等
学
校
教
員
規
程
ノ
臨
時
措
置
ニ
関
ス
ル
件
」

を
見
る
な
ら
ば
、
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
状
に
つ
い
て
従
来
の
学
科
目

と
新
た
な
学
科
目
の
対
応
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
修
身
」

→
「
道
義
科
」、「
国
語
又
ハ
漢
文
」
→
「
古
典
科
」、「
日
本
史
及
東
洋
史
」

又
は
「
西
洋
史
」
→
「
歴
史
科
」、「
法
制
及
経
済
」
又
は
「
地
理
」
→
「
経

国
科
」、「
哲
学
概
説
」
又
は
「
心
理
及
論
理
」
→
「
哲
理
科
」、「
数
学
」
又
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は
「
図
画
」
→
「
数
学
科
」、「
物
理
」
又
は
「
化
学
」
→
「
理
化
学
科
」、

「
植
物
」
又
は
「
動
物
」
も
し
く
は
「
地
質
及
鉱
物
」
→
「
博
物
科
」（『
官

報
』
第
四
五
六
四
号
、
一
九
四
二
年
三
月
三
〇
日
）。

（
102
）	
一
九
四
三
年
三
月
三
一
日
文
部
省
令
第
二
七
号
（『
官
報
』
第
四
八
六
三

号
、
一
九
四
三
年
三
月
三
一
日
）。

（
103
）	

「
高
等
学
校
高
等
科
教
授
要
綱
」
は
一
九
四
三
年
三
月
三
一
日
文
部
省
訓

令
第
四
号
、「
高
等
学
校
高
等
科
修
練
要
綱
」
は
文
部
省
訓
令
第
五
号
（『
官

報
』
第
四
八
六
三
号
、
一
九
四
三
年
三
月
三
一
日
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は

別
冊
を
頒
布
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
内
容
自
体
は
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。
内
容
自
体
を
掲
載
し
て
い
る
の
は
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
五

巻
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
六
年
）
で
あ
る
（
四
二
四
～
五
二
四

頁
）。
こ
の
う
ち
修
練
要
綱
で
は
、
生
活
要
項
、
研
修
要
項
、
体
錬
要
項
が

示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
体
錬
要
項
の
指
導
方
針
の
中
で
、
行
軍
や
航
空
訓
練
、

海
洋
訓
練
、
機
甲
訓
練
な
ど
兵
力
と
な
る
た
め
の
基
礎
的
な
訓
練
、
防
空
訓

練
を
主
と
す
る
警
防
訓
練
等
が
具
体
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
集
団

作
業
に
つ
い
て
「
集
団
作
業
ハ
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
ニ
依
リ
実
施
ス
ル
モ

ノ
ノ
外
適
宜
之
ヲ
課
ス
ベ
キ
モ
農
耕
作
業
ハ
力
メ
テ
全
員
ニ
必
修
セ
シ
ム
ベ

シ
」（
同
書
、
五
二
三
頁
）
と
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。

（
104
）	

一
九
四
六
年
二
月
一
日
申
請
、
一
九
四
六
年
二
月
一
九
日
結
了
「
立
教
大

学
申
請
学
則
中
変
更
認
可
」
の
提
出
書
類
中
の
「
昭
和
十
八
年
度
以
降
臨
時

学
則
」（「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
和
二
二
年
五
月　

第
一
三

冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
同
じ
も
の
は
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』

資
料
編
第
三
巻
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
105
）	

一
九
四
三
年
三
月
三
一
日
文
部
省
令
第
二
七
号
（『
官
報
』
第
四
八
六
三

号
、
一
九
四
三
年
三
月
三
一
日
）。
な
お
、
こ
の
学
科
課
程
と
修
練
に
つ
い

て
の
解
説
で
は
、
文
科
の
古
典
科
と
歴
史
科
に
大
き
く
比
重
を
置
い
た
こ
と

を
改
正
の
要
点
と
し
て
い
る
（
文
部
省
『
昭
和
十
八
年
十
一
月　

高
等
学
校

高
等
科
教
授
要
綱
及
修
練
要
綱
の
解
説
』（
奥
付
欠
）
四
頁
）。
高
等
学
校
で

は
古
典
科
と
外
国
語
科
の
最
低
総
授
業
時
数
は
同
一
で
あ
る
が
、
立
教
大
学

予
科
で
は
、
古
典
科
よ
り
外
国
語
科
の
毎
週
授
業
時
数
の
ほ
う
が
多
い
。

（
106
）	

一
九
四
三
年
一
月
二
〇
日
勅
令
第
四
〇
号
（『
官
報
』
第
四
八
〇
五
号
、

一
九
四
三
年
一
月
二
一
日
）。
大
学
令
第
一
三
条
の
改
正
に
よ
り
大
学
予
科

の
修
業
年
限
は
二
年
と
な
っ
た
。
同
日
の
勅
令
第
三
八
号
の
高
等
学
校
令
改

正
で
も
高
等
学
校
高
等
科
二
年
の
修
業
年
限
と
な
っ
た
。

（
107
）	

一
九
四
六
年
二
月
一
日
発
学
五
一
号
「
中
等
学
校
及
高
等
学
校
等
修
業
年

限
延
長
ニ
関
ス
ル
件
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.131107 

19600

「
公
文
類
聚
・
第
七
十
編
・
昭
和
二
十
一
年
・
第
五
十
八
巻
・
学
事

一
・
大
学
・
中
等
学
校
」（
国
立
公
文
書
館
）。
こ
の
通
牒
で
「
高
等
学
校
高

等
科
及
大
学
予
科
ノ
修
業
年
限
ハ
之
ヲ
三
年
ト
ス
」
と
示
さ
れ
た
。

（
108
）	

一
九
四
七
年
四
月
五
日
申
請
、
一
九
四
七
年
五
月
五
日
結
了
「
立
教
大
学

申
請
学
則
中
変
更
認
可
」（「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
和
二
二

年
五
月　

第
一
三
冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
の
提
出
書
類
に
綴
ら
れ
て
い

る
も
の
。
こ
れ
が
旧
制
の
大
学
予
科
と
し
て
最
後
の
学
科
課
程
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
109
）	

一
九
四
三
年
一
〇
月
の
在
学
徴
集
延
期
の
停
止
は
、
そ
の
時
点
で
満
二
〇

歳
以
上
の
学
生
・
生
徒
を
兵
力
と
し
て
徴
集
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
（
い
わ

ゆ
る
「
学
徒
出
陣
」）、
す
で
に
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
勅
令
第
九
二

四
号
（
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
『
官
報
』
号
外
）
の
修
業
年
限
臨
時
短

縮
で
一
九
四
一
年
度
に
三
ヶ
月
短
縮
、
一
一
月
一
日
に
は
、
一
九
四
二
年
度

の
大
学
学
部
・
大
学
予
科
・
高
等
学
校
高
等
科
、
専
門
学
校
、
実
業
専
門
学
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校
に
お
け
る
卒
業
学
年
在
籍
者
の
修
業
年
限
を
六
ヶ
月
短
縮
す
る
こ
と
が
決

定
（
一
九
四
一
年
一
一
月
一
日
文
部
省
令
第
八
一
号
。『
官
報
』
一
九
四
一

年
一
一
月
一
日
第
四
四
四
六
号
）、
繰
り
上
げ
卒
業
が
始
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
九
四
一
年
一
二
月
、
大
学
学
部
を
三
ヶ
月
短
縮
で
卒
業
し
た
対
象
者
は
、

留
年
・
休
学
な
ど
が
な
け
れ
ば
大
学
予
科
に
一
九
三
六
年
四
月
に
入
学
し
、

学
部
に
一
九
三
九
年
四
月
に
進
学
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
110
）	

本
項
に
つ
い
て
は
、
奈
須
恵
子
「
立
教
大
学
に
お
け
る
教
育
と
戦
争
―
戦

時
動
員
と
教
育
の
変
容
に
過
程
に
着
目
し
て
―
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第

三
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
七
四
～
一
一
五
頁
）
参
照
。
軍
事
教
練
な
ど
の

強
化
を
兵
力
動
員
の
準
備
的
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
食
糧
増
産
、
開
墾
、

土
地
整
備
、
軍
事
工
場
勤
務
な
ど
を
勤
労
動
員
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

ま
た
、
勤
労
奉
仕
、
勤
労
作
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
総
称
と
し
て
の
勤
労
動

員
の
中
に
含
め
る
場
合
が
あ
る
。

（
111
）	

『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』（
第
七
巻
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九

五
六
年
）
一
九
一
～
一
九
三
頁
。

（
112
）	

同
右
、
一
九
一
～
一
九
三
頁
。

（
113
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

七
一
頁
）。
日
誌
自
体
に
は
一
二
月
一
三
日
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
前
後
の

内
容
か
ら
一
一
月
一
四
日
と
判
断
で
き
る
）。

（
114
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
三
月
一
三
日
条
。
三
月
七
日
の
決
定
に

つ
い
て
記
載
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
〇
六
頁
）、
同
一
九
四
一
年
四
月
二
九

日
条
（
同
一
二
二
頁
）。

（
115
）	

「
改
善
の
余
地
な
き
や　

午
後
の
鍛
錬
再
検
討
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七

巻
第
八
号
、
一
九
四
一
年
六
月
七
日
）
二
面
。

（
116
）	

「
遊
学
気
分
を
棄
て
武
士
の
心
で
行
け
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
巻
第
七

号
、
一
九
四
一
年
五
月
六
日
）
一
面
。

（
117
）	

「
改
善
の
余
地
な
き
や　

午
後
の
鍛
錬
再
検
討
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七

巻
第
八
号
、
一
九
四
一
年
六
月
七
日
）
二
面
。

（
118
）	

「
錬
成
科
目
も
正
科
に
編
入
―
成
績
は
学
科
と
二
本
立
―
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
第
一
号
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
日
）
一
面
。

（
119
）	

「
改
善
の
余
地
な
き
や　

午
後
の
鍛
錬
再
検
討
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七

巻
第
八
号
、
一
九
四
一
年
六
月
七
日
）
二
面
。

（
120
）	

「
予
科
鍛
錬
休
講
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
号
、
一
九
四
一
年
一
二
月
一

〇
日
）
一
面
。

	

　

な
お
、
こ
の
一
九
四
一
年
度
の
卒
業
繰
り
上
げ
三
ヶ
月
短
縮
と
関
わ
っ
て
、

高
等
学
校
高
等
科
や
大
学
予
科
に
は
一
九
四
一
年
一
一
月
一
八
日
の
通
牒

「
高
等
学
校
高
等
科
ニ
関
ス
ル
臨
時
措
置
ニ
関
ス
ル
件
」
が
出
さ
れ
、
高
等

科
二
学
年
（
大
学
予
科
二
学
年
）
は
、
卒
業
ま
で
毎
週
教
授
時
数
を
文
科
理

科
と
も
に
三
六
時
間
ま
で
増
加
し
得
る
こ
と
、
文
科
の
自
然
科
学
や
理
科
の

国
語
及
漢
文
、
心
理
は
一
九
四
一
年
一
一
月
末
日
で
打
切
り
と
す
る
こ
と
、

文
科
と
理
科
の
外
国
語
の
毎
週
教
授
時
数
は
一
九
四
一
年
一
二
月
一
日
以
後

四
時
間
以
内
に
減
じ
得
る
こ
と
、
第
二
学
年
の
学
科
課
程
は
な
る
べ
く
速
や

か
に
終
了
し
、
第
三
学
年
の
課
程
の
一
部
を
第
二
学
年
で
教
授
す
る
こ
と
、

等
が
指
示
さ
れ
た
（『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
五
巻
、
大
日
本
雄
弁

会
講
談
社
、
一
九
五
六
年
、
三
三
九
頁
）。

（
121
）	
『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
七
二
頁
、
三
八
六
～
三
八
七
頁
。
一
九
四
二
年
四

月
四
日
条
と
四
月
七
日
条
の
間
に
、
四
月
七
日
の
メ
モ
と
し
て
記
載
さ
れ
た

も
の
。

（
122
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
月
二
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
八

六
頁
）。



940

注　第三編　第四章

（
123
）	

同
右
及
び
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
四
月
九
日
条
（『
遠
山
郁
三

日
誌
』
一
一
六
頁
）。
配
属
将
校
下
永
憲
次
大
佐
か
ら
の
指
示
に
よ
る
も
の
。

（
124
）	

一
九
三
九
年
三
月
三
一
日
「
集
団
勤
労
作
業
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
す

で
に
、
夏
季
ま
た
は
冬
季
休
業
の
み
に
限
ら
ず
「
随
時
之
ヲ
行
ヒ
出
欠
点
検

ヲ
為
ス
等
正
科
ニ
準
ジ
テ
」
取
り
扱
う
と
さ
れ
て
い
た
。
前
掲
『
近
代
日
本

教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
二
〇
～
二
一
頁
。

（
125
）	

『
立
教
学
院
学
報
』（
第
五
巻
第
八
号
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
四
日
）。
前
掲

「
立
教
大
学
に
お
け
る
教
育
と
戦
争
―
戦
時
動
員
と
教
育
の
変
容
に
過
程
に

着
目
し
て
―
」
一
〇
六
～
一
一
五
頁
参
照
。

（
126
）	

『
立
教
学
院
学
報
』（
第
六
巻
第
三
号
、
一
九
四
〇
年
六
月
二
五
日
）。
前
掲

「
立
教
大
学
に
お
け
る
教
育
と
戦
争
―
戦
時
動
員
と
教
育
の
変
容
に
過
程
に

着
目
し
て
―
」
一
〇
六
～
一
一
五
頁
参
照
。

（
127
）	

一
九
三
九
年
に
つ
い
て
は
、
教
学
局
『
昭
和
十
五
年
三
月
興
亜
青
年
勤
労

報
国
隊
学
生
隊
報
告
竝
感
想
文
集
』（
一
九
四
〇
年
三
月
）、『
立
教
学
院
学

報
』（
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
四
〇
年
一
月
二
八
日
）、
一
九
四
〇
年
に
つ
い

て
は
、
教
学
局
『
昭
和
十
六
年
三
月
興
亜
学
生
勤
労
報
国
隊
報
告
書
』（
一
九

四
一
年
九
月
）、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
六
月
一
二
日
、
六
月
一
八

日
、
七
月
六
日
、
七
月
一
三
日
の
各
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三
三
、
三
五
、

四
二
、
四
四
頁
）。『
立
教
学
院
学
報
』（
第
六
巻
第
三
号
、
同
巻
第
四
号
、
一

九
四
〇
年
六
月
二
五
日
、
一
〇
月
一
七
日
）。

（
128
）	

こ
れ
は
、
一
九
四
三
年
六
月
の
閣
議
決
定
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要

綱
」
に
お
い
て
「
教
育
錬
成
内
容
ノ
一
環
ト
シ
テ
戦
時
動
員
体
制
ヲ
確
立
」

し
、
勤
労
動
員
の
強
化
が
示
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
前
掲
『
近
代
日
本
教

育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
三
頁
。

（
129
）	

宮
本
馨
太
郎
「
戦
中
日
記
抄
」（『
史
苑
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
六
七

年
一
二
月
）。
前
掲
「
立
教
大
学
に
お
け
る
教
育
と
戦
争
―
戦
時
動
員
と
教

育
の
変
容
に
過
程
に
着
目
し
て
―
」
九
六
頁
、
参
照
。

（
130
）	

立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
出
身
。
助
手
を
経
て
、
文
学
部
の
閉
鎖
ま
で
は

文
学
部
講
師
、
閉
鎖
後
に
経
済
学
部
と
予
科
で
授
業
を
担
当
し
た
。
戦
後
、

文
学
部
史
学
科
の
教
授
と
な
る
。

（
131
）	

前
掲
「
戦
中
日
記
抄
」。
前
掲
「
立
教
大
学
に
お
け
る
教
育
と
戦
争
―
戦

時
動
員
と
教
育
の
変
容
に
過
程
に
着
目
し
て
―
」
八
九
～
九
〇
頁
、
参
照
。

宮
本
の
日
記
に
よ
る
と
、
こ
の
予
科
の
「
国
史
」
で
は
、「
前
年
文
部
省
が

編
纂
・
発
行
し
た
『
国
史
概
説
』
を
教
科
書
と
し
て
し
よ
う
す
る
よ
う
要
請

さ
れ
た
」
と
あ
る
。
な
お
、
日
記
を
見
る
限
り
、
経
済
学
部
の
「
民
族
学
」

は
一
九
四
三
年
一
〇
月
以
降
、
事
実
上
殆
ど
休
講
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
が
、
四
四
年
九
月
以
降
経
済
学
部
一
年
生
の
た
め
に
開
講
さ

れ
た
「
東
亜
民
族
誌
」
で
は
、
曜
日
を
変
え
な
が
ら
も
、
四
四
年
九
月
二
一

日
か
ら
四
五
年
七
月
一
六
日
ま
で
講
義
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す

る
。

（
132
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

五
九
頁
）。

（
133
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

六
〇
頁
）。

（
134
）	

前
掲
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
〇
月
二
九
日
条
に
は
、
一
九
四

一
年
一
〇
月
一
六
日
の
通
牒
、
発
専
第
一
九
四
号
「
実
業
学
校
卒
業
者
及
専

門
学
校
、
実
業
専
門
学
校
等
の
卒
業
者
の
上
級
学
校
進
学
に
関
す
る
件
」
に

お
い
て
「
実
業
学
校
卒
業
者
の
大
学
予
科
入
学
志
望
に
は
、
出
身
校
長
の
推

薦
書
な
く
ば
受
理
せ
ず
、
許
可
し
得
る
数
は
、
昭
和
Ⅻ
以
降
五
年
間
毎
年
入

学
許
可
者
の
平
均
。
学
部
も
同
様
。
定
員
に
余
裕
あ
る
限
り
」
と
の
内
容
が
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指
示
さ
れ
た
と
の
記
載
が
見
え
る
。
ま
た
こ
の
通
牒
は
一
昨
年
の
一
一
月
一

七
日
発
実
第
九
四
号
、〔
昨
年
の
〕
一
二
月
九
日
発
実
第
一
〇
四
号
に
代
わ

る
も
の
で
あ
る
、
と
も
記
し
て
い
る
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
〇
一
頁
）。
こ

の
う
ち
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
九
日
発
実
一
〇
四
号
に
つ
い
て
は
、『
近
代

日
本
教
育
制
度
史
料
』（
第
六
巻
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
六
年
、

四
八
九
～
四
九
〇
頁
）
に
あ
り
、
実
業
専
門
学
校
卒
業
者
の
上
級
学
校
受
験

の
際
に
は
学
校
長
の
推
薦
書
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
帝
国
大
学
及
官
公
私
立

大
学
が
実
業
専
門
学
校
卒
業
者
の
入
学
を
許
可
し
得
る
員
数
は
、
一
九
三
七

年
度
以
降
三
年
間
に
入
学
を
許
可
し
た
者
の
一
年
当
た
り
の
平
均
数
を
こ
の

三
年
間
の
募
集
生
徒
定
員
の
平
均
値
で
除
し
た
割
合
を
超
過
し
な
い
こ
と
、

が
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
時
点
で
、
実
業
学
校

卒
業
者
の
翌
年
度
の
大
学
予
科
入
学
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と

推
測
で
き
る
。

（
135
）	

「
来
年
度
経
済
学
部 

学
部
編
入
を
許
さ
ず
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
号
、

一
九
四
一
年
一
二
月
一
〇
日
）
一
面
。「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一

二
月
二
日
条
で
は
、「
募
集
人
員　

予
科
二
四
〇
名　

実
員
三
一
〇
と
定
む

（
九
月
補
欠
入
学
を
許
可
）／
学
部　

文
学
部
の
み
若
干
名
、
予
二
年
補
欠
は

募
集
せ
ず
」
と
あ
る
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
二
六
～
二
二
七
頁
）。

（
136
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
月
三
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

五
〇
頁
）。『
慶
應
義
塾
百
年
史
』（
中
巻
（
後
）、
一
九
六
四
年
）
の
「
入
学

定
員
の
増
減
」
の
項
（
八
五
〇
～
八
五
三
頁
）
で
も
、
一
九
四
二
年
一
月
二

七
日
の
通
牒
「
学
生
生
徒
定
員
に
関
す
る
件
」
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
時
、

慶
應
義
塾
に
提
示
さ
れ
た
超
過
し
て
は
な
ら
な
い
入
学
定
員
数
の
う
ち
予
科

に
つ
い
て
は
、
予
科
文
学
部
八
〇
、
予
科
経
済
学
部
七
二
〇
、
予
科
法
学
部

二
四
〇
、
予
科
医
学
部
一
二
〇
で
あ
っ
た
。

（
137
）	

『
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
現
在　

学
生
生
徒
数
調
』（
奥
付
な
し
）（
野
間
教

育
研
究
所
図
書
室
所
蔵
）
の
「
私
立
大
学
予
科
入
学
志
願
者
入
学
者
現
在
生

徒
数
」。

	

こ
の
冊
子
の
中
に
は
、
立
教
大
学
の
学
部
の
学
生
数
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、

経
済
学
部
は
商
学
科
と
経
済
学
科
で
入
学
定
員
二
四
〇
名
、
一
九
四
五
年
四

月
入
学
者
二
一
八
名
（
内
一
九
八
名
休
学
者
、
一
名
外
国
人
）、
一
九
四
四

年
四
月
入
学
者
一
六
七
名
（
内
一
四
三
名
休
学
者
）、「
二
学
年
相
当
者
」
三

一
四
名
（
内
二
九
五
名
休
学
者
、
一
名
外
国
人
）、「
三
学
年
相
当
者
」
七
九

名
（
内
三
八
名
休
学
者
）
で
合
計
七
七
八
名
（
内
六
七
五
名
休
学
者
、
二
名

外
国
人
）
と
あ
る
。
ま
た
、
入
学
定
員
や
一
九
四
五
年
四
月
入
学
者
は
空
欄

で
あ
る
が
、
文
学
部
の
英
文
学
科
は
合
計
五
名
（
内
五
名
休
学
者
）、
史
学

科
は
合
計
八
名
（
内
八
名
休
学
者
）、
哲
学
科
は
合
計
一
〇
名
（
内
一
〇
名

休
学
者
）、
宗
教
学
科
は
合
計
三
名
（
内
休
学
者
三
名
）
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。

（
138
）	

「
戦
前
の
立
教
生
活　

住
田
篤
さ
ん
（
昭
和
一
六
年
卒
業
）
に
聞
く
」（
聞

き
手
：
山
中
一
弘
、
豊
田
雅
幸
、
編
集
：
山
中
一
弘
）（『
立
教
学
院
史
研
究
』

第
五
号
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
九
五
～
一
一
三
頁
。
一
九
三
五
年
に
予
科

に
入
学
し
た
住
田
篤
は
、
予
科
五
ク
ラ
ス
で
文
科
が
二
ク
ラ
ス
で
Ａ
と
Ｂ
、

商
科
が
三
ク
ラ
ス
で
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
と
述
懐
し
て
い
る
（
一
〇
二
頁
）。
ま
た
、

立
教
大
学
振
励
会
『
予
科
在
学
生
名
簿　

昭
和
十
五
年
六
月
』（
一
九
四
〇
年

六
月
）
で
は
、
一
九
三
八
年
度
入
学
の
三
年
生
は
五
ク
ラ
ス
、
三
九
年
度
入

学
の
二
年
生
と
四
〇
年
度
入
学
の
一
年
生
は
六
ク
ラ
ス
編
成
で
あ
り
、
立
教

大
学
振
励
会
『
予
科
在
学
生
名
簿　

昭
和
十
六
年
六
月
』（
一
九
四
一
年
六

月
）
で
は
、
四
一
年
度
入
学
生
を
含
め
て
三
学
年
す
べ
て
六
ク
ラ
ス
編
成
で

あ
る
。



942

注　第三編　第四章

（
139
）	

一
九
一
八
年
一
二
月
五
日
勅
令
第
三
八
九
号
「
高
等
学
校
令
」（『
官
報
』

第
一
九
〇
三
号
、
一
九
一
八
年
一
二
月
六
日
）。

（
140
）	

六
〇
〇
名
か
ら
七
二
〇
名
へ
の
定
員
増
員
の
申
請
の
際
に
も
、「
一
学
年

一
学
級
（
四
〇
名
）
増
加
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
モ
」、
教
員
、
教
室
に
支
障
は

来
さ
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
（
一
九
三
九
年
二
月
一
四
日
申
請
、
一
九
三

九
年
三
月
一
六
日
結
了
（
一
九
三
九
年
三
月
一
五
日
認
可
）。「
立
教
大
学
学

則
変
更
認
可
」『
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年
五
月　

第
一

三
冊
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
141
）	

一
九
三
五
年
度
予
科
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
戦
前
の
立
教
生
活　

住
田
篤
さ
ん
（
昭
和
一
六
年
卒
業
）
に
聞
く
」
一
〇
二
頁
に
よ
る
。
一
九
四

〇
年
度
予
科
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
立
教
大
学
振
励
会
『
予
科
在
学
生
名
簿　

昭
和
十
五
年
六
月
』（
一
九
四
〇
年
六
月
）
に
よ
る
。

（
142
）	

前
掲
「
戦
前
の
立
教
生
活　

住
田
篤
さ
ん
（
昭
和
一
六
年
卒
業
）
に
聞

く
」
一
〇
二
頁
。
一
年
の
最
初
に
は
一
ク
ラ
ス
「
六
十
何
人
か
い
た
ク
ラ
ス

が
予
科
三
年
修
了
す
る
と
き
に
は
、
三
十
二
人
」
に
な
っ
た
と
の
述
懐
が
見

ら
れ
る
。

（
143
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
二
月
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
七

六
頁
）。

（
144
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

〇
五
頁
）。

（
145
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
四
月
二
八
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

八
三
頁
）。

（
146
）	

前
掲
『
予
科
在
学
生
名
簿　

昭
和
十
五
年
六
月
』（
一
九
四
〇
年
六
月
）、

前
掲
『
予
科
在
学
生
名
簿　

昭
和
十
六
年
六
月
』（
一
九
四
一
年
六
月
）。
現

時
点
で
立
教
大
学
大
学
予
科
の
名
簿
の
存
在
が
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
一

九
四
〇
年
度
と
一
九
四
一
年
度
の
二
年
間
分
に
限
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
二

年
度
に
急
激
に
生
徒
数
を
減
ら
す
直
前
、
立
教
大
学
予
科
の
生
徒
数
が
ピ
ー

ク
に
達
し
て
い
た
と
き
の
名
簿
で
あ
る
が
、
名
簿
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
生
徒
の

姓
名
と
出
身
学
校
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
文
部
省
年
報
』
の
「
大
学
予
科
入

学
者
の
従
前
の
教
育
一
覧
」（
巻
末
資
料
の
表
3
参
照
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は

異
な
る
分
け
方
と
な
り
、
廃
校
や
新
制
以
降
の
校
名
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

詳
細
が
不
明
な
学
校
も
い
く
つ
か
あ
る
た
め
、
分
類
の
精
度
と
し
て
は
ま
だ

課
題
が
残
る
。

（
147
）	

前
掲
『
予
科
在
学
生
名
簿　

昭
和
十
五
年
六
月
』（
一
九
四
〇
年
六
月
）。

二
年
Ｄ
組
で
暁
星
中
学
校
出
身
者
九
名
、
立
教
中
学
校
出
身
者
五
名
、
二
年

Ｅ
組
で
暁
星
中
学
校
出
身
者
三
名
、
立
教
中
学
校
出
身
者
二
名
、
明
治
学
院

中
学
校
出
身
者
二
名
、
三
年
Ａ
組
で
暁
星
中
学
校
出
身
者
四
名
、
立
教
中
学

校
出
身
者
三
名
、
三
年
Ｄ
組
で
明
治
学
院
中
学
校
出
身
者
三
名
、
立
教
中
学

校
出
身
者
三
名
。

（
148
）	

「
立
教
中
学
校　

上
級
学
校
入
学
者
調　

各
年
度
」
中
の
「
昭
和
十
五
十　

四
年
度　

上
級
学
校
入
学
者
名
簿
」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室

所
蔵
）。

（
149
）	

前
掲
『
予
科
在
学
生
名
簿　

昭
和
十
五
年
六
月
』（
一
九
四
〇
年
六
月
）。

（
150
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
三
月
二
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

一
一
頁
）。

（
151
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
三
月
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
六

〇
頁
）。

	

　

な
お
、
立
教
中
学
校
の
卒
業
者
数
や
半
途
退
学
者
に
つ
い
て
は
、
油
井
原

均
「
資
料　

旧
制
立
教
中
学
校
の
在
籍
生
徒
数
・
入
学
者
状
況
・
卒
業
／
半

途
退
学
者
数
・
教
員
数
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
三
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月
）
に
詳
し
い
。

（
152
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
七
月
一
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

一
五
頁
）。
入
学
試
験
委
員
会
に
つ
い
て
の
記
載
。

	

　

遠
山
は
、「
立
中
よ
り
無
試
験
入
学
資
格
者
（
四
年
修
了
八
十
点
以
上
、

五
年
卒
は
七
十
五
点
以
上
、
席
次
は
半
は
以
上
）
は
、
他
校
へ
入
学
願
書
提

出
の
都
合
上
、
四
年
修
了
の
成
績
と
五
年
二
学
期
の
成
績
に
よ
り
、
席
次
は

生
徒
数
増
加
せ
し
に
応
し
五
十
番
以
上
と
し
、
特
選
ク
ラ
ス
在
学
者
中
よ
り

取
る
。
人
物
考
査
は
中
学
に
一
任
し
、
体
格
検
査
は
聖
ル
カ
に
於
て
Ａ
Ｂ
の

者
と
す
」
と
書
き
残
し
て
お
り
、
立
教
中
学
校
の
生
徒
数
増
加
、
即
ち
卒
業

生
増
加
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
条
件
に
変
更
を
加
え
る
（
席
次
半
分
以
上

か
ら
、
五
十
番
以
上
へ
変
更
）
す
る
と
し
て
い
る
。

（
153
）	

「
立
教
中
学
校　

上
級
学
校
入
学
者
調　

各
年
度
」
よ
り
（
立
教
池
袋
中

学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

	

こ
の
入
学
者
調
査
に
記
載
さ
れ
た
限
り
で
は
、
一
九
三
五
年
度
（
一
九
三
五

年
四
月
～
）
上
級
学
校
入
学
者
に
関
し
て
は
、
立
大
商
科
二
四
名
、
立
大
文

科
は
〇
名
で
あ
る
。

（
154
）	

一
九
三
九
年
二
月
一
四
日
申
請
、
一
九
三
九
年
三
月
一
六
日
結
了
（
一
九

三
九
年
三
月
一
五
日
認
可
）
立
教
大
学
学
則
変
更
認
可
」
中
の
「
予
科
ノ
制

度
及
学
課〔マ
マ
・
科
〕

目
変
更
理
由
」（「
立
教
大
学　

自
大
正
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年

五
月　

第
一
三
冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
155
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
一
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

四
八
頁
）。

（
156
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

三
八
頁
）。

（
157
）	

一
九
三
九
年
三
月
の
兵
役
法
施
行
令
中
改
正
（
一
九
三
九
年
三
月
二
四
日

勅
令
第
七
五
号
。『
官
報
』
第
三
六
六
四
号
、
一
九
三
九
年
三
月
二
五
日
）

で
、
大
学
予
科
は
基
本
的
に
満
二
三
歳
ま
で
在
学
徴
集
延
期
期
間
と
さ
れ
た

が
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
の
「
在
学
徴
集
延
期
期
間
ノ
短
縮
ニ
関
ス
ル
件
」

（
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
陸
軍
・
文
部
省
令
第
二
号
。『
官
報
』
号
外
、

一
九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
）
に
よ
り
大
学
予
科
は
基
本
的
に
満
二
二
歳
ま

で
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
時
の
「
入
営
者
9
」
名
は
、
こ
の
在
学
徴
集

延
期
の
期
間
が
終
了
し
た
対
象
者
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
158
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
八
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

六
六
頁
）。

（
159
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
一
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

四
八
頁
）。

（
160
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

五
九
頁
）。

（
161
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

〇
六
～
二
〇
七
頁
）。

（
162
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
一
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

二
〇
九
頁
）。

（
163
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
一
九
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

二
一
四
頁
）。

（
164
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
月
二
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

四
六
頁
）。
試
験
日
は
二
月
二
〇
日
で
、
簿
記
、
商
業
数
学
、
文
学
概
論
、

漢
文
の
試
験
担
当
者
が
記
さ
れ
、
受
験
者
〔
申
込
者
か
〕
は
、
商
科
か
ら
文

学
部
へ
は
四
名
、
文
科
か
ら
経
済
学
部
へ
は
六
名
と
あ
る
。

（
165
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
月
三
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

五
〇
頁
）。
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（
166
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
二
月
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
五

一
頁
）。

（
167
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
七
月
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三
一

〇
頁
）。

（
168
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

三
八
頁
）。

（
169
）	

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
か
ら
一
九

四
三
（
昭
和
一
八
）
年
ま
で
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
専
任
教
員
・
兼
任
教
員

の
報
告
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
給
料
又
ハ
月
手
当
」
の
項
目
が
あ
る
が
、
無

給
の
教
員
が
い
る
。
た
だ
し
、
外
国
人
教
師
で
あ
っ
て
も
有
給
の
人
も
い
る
。

（
170
）	

「
英
語
学
教
師
雇
入
ノ
件　

英
国
人　

エ
ッ
チ
、
ヂ
エ
ー
、
バ
ー
ド
（
大

正
元
年
八
月
二
〇
日　

山
下
源
太
郎
よ
り
坂
本
俊
篤
宛
文
書
）」 JA

C
A

R

（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
08020218900 

明
治
四
五
年
～
大
正
元

年
・
公
文
備
考
・
巻
１
６
３
・
外
国
人
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
）。
金

子
尚
一
「
へ
ん
な
ガ
イ
ジ
ン
」（『
回
顧
九
十
年
：
わ
が
師　

わ
が
友　

わ
が

学
園
』
聖
公
会
出
版
、
一
九
九
一
年
）
二
三
一
頁
。

（
171
）	

高
橋
広
「『
英
米
文
学
』
の
発
刊
と
そ
の
前
後
」（『
英
米
文
学
』
第
三
〇
号
、

一
九
六
九
年
一
月
）
二
〇
五
～
二
一
一
頁
。

（
172
）	

『
別
冊
英
米
文
学　

英
米
文
学
科
の
あ
ゆ
み

―
戦
前
よ
り
１
９
８
０
年

代
ま
で
』（
一
九
九
一
年
三
月
）
所
収
、
年
表
、
三
頁
に
よ
る
と
一
九
五
二
年

六
月
。

（
173
）	

秋
山
徹
夫
「
芝
生
と
椅
子
と
岡
倉
先
生
の
こ
と
な
ど
」（『
英
米
文
学
研
究

室
』
第
二
号
、
一
九
六
七
年
五
月
）
一
四
頁
。

（
174
）	

吉
田
信
一
・
前
田
昌
彦
・
小
林
健
二
「
飯
島
淳
秀
先
生
に
聞
く
」（『
英
米

文
学
』
第
五
〇
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
二
〇
五
頁
。

（
175
）	

秋
山
徹
夫
「
戦
前
の
英
文
科
回
顧
」（『
英
米
文
学
』
第
四
八
号
、
一
九
八

八
年
三
月
）
一
〇
九
頁
。

（
176
）	

『
立
教
大
学
要
覧
（
大
正
八
―
九
年
）』（
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
、
一
九

一
九
年
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
七
〇
～
七
五
頁
に

名
簿
、
毎
年
数
名
。

（
177
）	

「
人
格
的
接
触
を
重
視
し
た
教
授
法
／
哲
学
科
で
テ
ユ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

を
採
用
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
九
号
、
一
九
三
一
年
四
月
二
八
日
）

三
面
。

（
178
）	

『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
は
「
大
正
一
二
年
立

大
教
授
と
な
る
」
と
あ
る
。

（
179
）	

勝
木
渥
『
曾
禰
武

―
忘
れ
ら
れ
た
実
験
物
理
学
者
』（
績
文
堂
出
版
、
二

〇
〇
七
年
）。

（
180
）	

同
右
。

（
181
）	

戦
後
は
立
教
に
戻
ら
ず
、
武
蔵
大
学
・
金
沢
大
学
教
授
を
経
て
九
州
大
学

教
授
。
早
く
か
ら
実
存
主
義
哲
学
に
取
り
組
み
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、
ヤ
ス

パ
ー
ス
ら
を
紹
介
。
七
○
年
安
保
に
向
け
て
の
学
園
闘
争
の
さ
な
か
、
一
九

六
九
（
昭
和
四
四
）
年
九
月
九
日
自
殺
（『
日
本
人
名
大
辞
典
』）。

（
182
）	

「
小
沢
淳
男
先
生
主
要
略
歴
・
業
績
目
録
（
小
沢
淳
男
先
生
退
任
記
念

号
）」（『
秋
田
経
済
大
学
・
秋
田
短
期
大
学
論
叢
』
第
三
一
号
、
一
九
八
三
年

三
月
）
六
～
八
頁
。

（
183
）	

『
米
山
駿
二
氏
記
念　

心
理
学
実
験
室
小
史
』（
一
九
三
七
年
、
一
頁
）
に

は
一
九
二
七
年
に
来
学
と
あ
り
。

（
184
）	
「
哲
学
科
の
講
座
確
定
／
来
学
年
度
か
ら
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
二
号
、

一
九
二
八
年
三
月
五
日
）
三
面
。

（
185
）	

「
哲
学
科
の
特
典
／
新
た
に
心
理
論
理
学
の
高
等
教
員
無
試
験
検
定
付
与
」
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（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
五
号
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
一
日
）
二
面
。

（
186
）	

立
教
学
院
八
十
五
年
史
編
纂
委
員
編
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』（
学
校
法

人
立
教
学
院
事
務
局
、
一
九
六
〇
年
）
一
三
五
頁
。

（
187
）	
牛
島
義
友
「
立
教
大
学
心
理
学
実
験
室
」（『
米
山
駿
二
氏
記
念　

心
理
学

実
験
室
小
史
』
一
九
三
七
年
）
二
頁
。

（
188
）	

前
掲
「
立
教
大
学
心
理
学
実
験
室
」
八
頁
。

（
189
）	

「
田
中
正
吾
（
た
な
か
せ
い
ご
）
教
授
略
歴
・
主
要
業
績
」（『
大
阪
大
学
人

間
科
学
部
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
二
八
六
頁
。

（
190
）	

松
平
信
久
「
教
育
学
科
五
十
年
小
史
（
教
育
学
科
創
立
五
〇
周
年
記
念
特

集
）」（『
立
教
大
学
教
育
学
科
研
究
年
報
』
第
五
六
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

一
七
三
頁
。「
淡
路
圓
治
郎
先
生
略
歴
お
よ
び
著
書
」（『
応
用
社
会
学
研
究
』

第
四
号
、
一
九
六
一
年
三
月
）
二
二
三
～
二
二
四
頁
。
淡
路
は
東
京
大
学
教

授
を
退
職
後
、
文
学
部
社
会
学
科
教
授
を
経
て
、
社
会
学
部
初
代
学
部
長
。

（
191
）	

相
沢
二
郎
「『
社
会
福
祉
』
の
夜
明
け
前
」（『
立
教
大
学
社
会
福
祉
ニ
ュ
ー

ス
』
第
五
号
、
一
九
七
二
年
七
月
）。

（
192
）	

島
津
一
夫
「
森
脇
要
先
生
の
定
年
御
退
職
に
あ
た
っ
て
」「
森
脇
要
先
生
御

略
歴
」（『
立
教
大
学
心
理
学
科
研
究
年
報
』
第
一
九
号
、
一
九
七
五
年
九
月
）。

（
193
）	

『
立
教
大
学
一
覧
』（
一
九
三
四
年
）
一
三
頁
。

（
194
）	

一
九
二
八
年
一
月
二
〇
日
申
請
、
二
月
九
日
起
案
、
三
月
三
一
日
結
了

「
聖
公
会
神
学
院
学
則
中
変
更
認
可
」（「
自
大
十
三
年
七
月　

京
都
専
門
学
校　

関
東
学
院　

聖
公
会
神
学
院　

第
二
四
～
二
六
冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
195
）	

前
掲
『
立
教
大
学
一
覧
』（
一
九
三
四
年
）
一
三
頁
、
四
〇
～
四
二
頁
。
宗

教
学
科
専
任
教
授
の
小
林
彦
五
郎
は
、
立
教
女
学
院
校
長
を
兼
任
し
て
い
た
。

（
196
）	

『
立
教
大
学
一
覧
』（
一
九
三
八
年
）
三
八
～
四
〇
頁
。

（
197
）	

大
江
満
「
立
教
大
学
と
聖
公
会
神
学
院
の
二
重
学
籍
制
度
」（
江
島
尚
俊
・

三
浦
周
・
松
野
智
章
編
『
戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』
大
正
大
学
綜
合
仏
教

研
究
所
叢
書
第
三
一
巻
、
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）
二
一
六
頁
。

（
198
）	

オ
ー
ド
リ
ー
・
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
・
ト
ー
ク
ス
、
松
平
信
久
・
北
條
鎮
雄
訳

『
二
つ
の
日
本

―
真
珠
湾
ま
で
の
一
〇
年
間
』（
聖
公
会
出
版
、
二
〇
一
三

年
）
一
八
七
、
一
八
八
頁
。

（
199
）	

松
平
惟
太
郎
「
聖
公
会
神
学
院
史
」（『
神
学
の
声
』
第
三
巻
第
一
号
、
一

九
五
六
年
六
月
）
一
七
頁
。

（
200
）	

宮
本
馨
太
郎
「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
三
年
一
一
月
二
四
日
条
参
照
。

（
201
）	

大
江
は
、
こ
の
二
重
学
籍
制
度
の
完
全
廃
止
の
背
景
に
は
、
当
時
の
立
教

学
院
幹
部
が
日
本
聖
公
会
の
合
同
派
と
連
携
し
、
聖
公
会
神
学
院
幹
部
は
非

合
同
派
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
分
析
す
る
。「
戦
時
下
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
合
同
問
題
で
日
本
聖
公
会
を
組
織
解
体
に
追
い
込
ん
で
日
本

基
督
教
団
に
加
入
し
た
合
同
派
と
幹
部
が
重
な
る
立
教
学
院
関
係
者
は
、
大

学
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
建
学
の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
を
放

棄
し
、
そ
の
後
立
教
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
も
『
閉
鎖
』
さ
れ
た
。
そ
れ
は

作
為
的
な
解
消
措
置
で
あ
っ
た
」（
前
掲
「
立
教
大
学
と
聖
公
会
神
学
院
の
二

重
学
籍
制
度
」
二
三
六
、
二
三
七
頁
）
と
い
う
大
江
の
指
摘
は
、
立
教
大
学

の
戦
争
責
任
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
202
）	

「
史
学
研
究
室
で
『
史
苑
』
を
編
纂
／
斯
界
名
士
の
後
援
で
／
第
一
号
は

十
月
発
行
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
九
号
、
一
九
二
八
年
九
月
二
五
日
）

二
面
。

（
203
）	
『
立
教
学
院
学
報
』（
第
四
巻
第
一
一
号
、
一
九
三
七
年
一
一
月
、
一
一
頁
）

に
「
学
内
に
於
け
る
刊
行
物
」
リ
ス
ト
。

（
204
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
八
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』）。

（
205
）	

な
お
、
こ
の
時
に
名
誉
教
授
に
関
す
る
規
定
草
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
点
、
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「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
〇
月
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三
四

一
頁
）。

（
206
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
三
月
二
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

六
九
頁
）。

（
207
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
一
月
一
七
日
条
で
は
藤
本
を
教
授
と

す
る
か
ど
う
か
が
議
論
に
な
っ
て
い
る
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三
五
三
頁
）。

（
208
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
六
月
一
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

〇
三
頁
）。

（
209
）	

「
春
の
史
学
科
だ
よ
り
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四
〇

年
五
月
二
八
日
）
八
面
。

（
210
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
三
五
頁
。
駒
井
和
愛
「
立
教
大
学
の

標
本
室
」（『
ム
ゼ
イ
オ
ン
』
第
一
号
、
一
九
五
七
年
一
一
月
）
三
頁
。
手
塚

隆
義
「
追
悼　

駒
井
和
愛
先
生

―
立
教
大
学
と
駒
井
先
生
」（『
貝
塚
』
第

八
号
、
一
九
七
二
年
二
月
）
六
頁
。

（
211
）	

中
川
成
夫
「
史
学
科
と
博
物
館
学
講
座
」（『
立
教
大
学
史
学
会
小
史
』
立

教
大
学
史
学
会
、
一
九
六
七
年
）
一
七
七
～
一
七
九
頁
。
同
「
東
大
考
古
学

科
創
設
の
こ
ろ
」（『
歴
史
考
古
学
の
方
法
と
課
題
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八

五
年
）。『M

ouseion　

立
教
大
学
博
物
館
研
究
』（
第
三
二
号
、
一
九
八
六

年
一
一
月
）
は
「
中
川
成
夫
先
生
退
職
記
念
特
集
」
号
と
し
て
、
中
川
の
博

物
館
関
係
執
筆
目
録
と
年
譜
を
掲
載
。

（
212
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
八
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

六
六
頁
）。

（
213
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

五
九
～
一
六
〇
頁
）。

（
214
）	

「
来
年
度
経
済
学
部
／
学
部
編
入
を
許
さ
ず
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
一
九
四

一
年
一
二
月
一
〇
日
）
一
面
。「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
二
月
二

日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
二
六
～
二
二
七
頁
）
も
参
照
。

（
215
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
月
三
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

四
九
頁
）。
慶
応
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』（
中
巻
（
後
）、
慶
応
義
塾
、

一
九
六
四
年
）
八
五
〇
～
八
五
三
頁
も
参
照
。

（
216
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

〇
六
～
二
〇
七
頁
）。
こ
の
報
告
は
一
一
月
六
日
に
受
け
て
い
る
。

（
217
）	

同
右
。

（
218
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
一
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

二
一
一
頁
）。

（
219
）	

聖
公
会
神
学
院
と
の
二
重
学
籍
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
立
教
大
学
と

聖
公
会
神
学
院
の
二
重
学
籍
制
度
」
参
照
の
こ
と
。

（
220
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
二
月
二
八
日
、
三
月
五
日
条
（『
遠
山
郁

三
日
誌
』
二
五
八
、
二
六
二
頁
）。
改
訂
し
た
学
科
課
程
案
は
一
九
四
二
年

一
二
月
八
日
申
請
、
一
九
四
三
年
二
月
一
二
日
結
了
「
立
教
大
学
学
則
中
変

更
認
可
」（「
自
大
一
三
年
四
月　

至
昭
二
二
年
五
月　

立
教
大
学　

第
一
三

冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
221
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
六
月
二
日
、
六
月
一
二
日
、
六
月
二
四

日
、
八
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
九
八
、
三
〇
三
、
三
〇
八
、

三
二
五
～
三
二
六
頁
）
な
ど
。

（
222
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
一
一
日
、
一
一
月
一
九
日
、
一

九
四
二
年
一
二
月
一
六
日
の
各
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
〇
九
、
二
一
三
、

三
六
四
頁
）。

（
223
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
九
月
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三
二

九
頁
）。
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（
224
）	

「
文
学
部
兼
任
教
員
（
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
日
現
在
）」（『
遠
山
郁
三
日

誌
』
四
七
八
～
四
八
三
頁
。

（
225
）	
「
文
学
部
兼
任
教
員
（
昭
和
一
八
年
四
月
二
〇
日
現
在
）」（『
遠
山
郁
三
日

誌
』）
四
九
五
～
四
九
九
頁
。

（
226
）	

「
立
教
大
学　

昭
和
十
八
年
度
以
降
臨
時
学
則
」
は
、
一
九
四
六
年
二
月

一
日
申
請
、
一
九
四
六
年
二
月
二
一
日
結
了
「
立
教
大
学
申
請
学
則
中
変
更

認
可
」（「
自
大
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年
五
月　

立
教
大
学　

第
一
三
冊
」

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に
あ
り
。

（
227
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
二
月
一
〇
日
条
、
一
九
四
二
年
九
月

一
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
三
三
、
三
三
一
頁
）。
こ
の
九
月
一
五
日

の
部
長
会
に
関
す
る
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
の
記
録
の
中
に
、
河
西
部
長
が
、

学
則
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
文
字
抹
殺
」
を
希
望
す
る
と
発
言
し
た
と

の
記
載
が
見
ら
れ
る
（「
学
則
第
一
条
（
第
一
章
総
則
内
）
の
末
段
『
国
家

思
想
の
涵
養
及
基
督
教
主
義
に
基
く
人
格
の
陶
冶
』
中
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義

の
文
字
抹
殺
方
希
望
の
旨
、
河
西
部
長
よ
り
申
出
あ
り
」）。

（
228
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
四
頁
）
で
は
、
文
学
部
哲
学
科
教
員
会
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
哲
学

科
教
員
会
で
は
、「
結
局
事
勿
れ
主
義
に
終
る
も
の
ヽ
如
し
。
兎
に
角
立
案

提
出
を
希
望
せ
り
」
と
、
遠
山
が
改
訂
案
立
案
を
う
な
が
す
様
子
が
記
さ
れ

て
い
る
。

（
229
）	

「
本
大
学
の
拡
張
」（『
ム
サ
シ
ノ
』
第
五
号
、
一
九
二
三
年
二
月
二
一
日
）

七
面
。

（
230
）	

「
学
長
の
意
図
に
成
れ
る
法
経
学
部
の
創
設
／
新
年
度
を
待
つ
て
一
意
抱

負
の
実
現
へ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
七
号
、
一
九
二
六
年
年
一
月
五
日
）

三
面
。

（
231
）	

「
学
部
の
独
立
を
叫
び
経
済
学
科
大
会
／
九
月
下
旬
開
催
の
予
定
／
引
続

き
猛
運
動
開
始
か
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
四
〇
号
、
一
九
二
六
年
八
月
二

五
日
）
一
面
。

（
232
）	

「
事
務
取
扱
を
廃
せ
と
学
長
推
戴
運
動
起
る
／
大
学
覚
革
正
の
第
一
歩
に　

経
済
科
独
立
も
附
帯
し
て　

気
漲
る
中
心
の
経
済
科
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
四
一
号
、
一
九
二
六
年
九
月
一
五
日
）
一
面
。

（
233
）	

「
昭
和
六
年
度
立
教
大
学
生
徒
募
集
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
五
号
、
一

九
三
一
年
一
月
二
二
日
）
一
面
。

（
234
）	

立
教
大
学
『
立
教
大
学
一
覧
』（
一
九
三
三
年
三
月
）
一
四
～
一
七
頁
。

（
235
）	

榛
名
譲
『
大
学
評
判
記
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
三
年
）
一
〇
一
～
一
〇

二
頁
。（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
七
九
九
頁
所
収
）。

（
236
）	

立
教
大
学
『
立
教
大
学
一
覧
』（
一
九
三
四
年
五
月
）
七
頁
、
二
一
～
二
二

頁
。

（
237
）	

鈴
木
圭
介
「『
立
教
経
済
学
研
究
』
創
刊
の
こ
ろ
」（『
立
教
経
済
学
研
究
』

第
二
八
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
七
四
年
一
二
月
）
五
五
九
頁
。

（
238
）	

東
京
大
学
経
済
学
部
編
『
東
京
大
学
経
済
学
部
五
十
年
史
』（
財
団
法
人
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）
三
三
～
三
七
頁
。
な
お
、
こ
の
と
き
本
位

田
祥
男
、
中
西
寅
雄
ら
も
「
平
賀
粛
学
」
に
抗
議
を
し
て
辞
表
を
提
出
し
て

い
る
。

（
239
）	

「
田
辺
教
授
訓
辞
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四
〇
年
五

月
二
八
日
）
二
面
。

（
240
）	
田
辺
忠
男
「
就
任
の
言
葉
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
巻
第
四
・
五
号
、

一
九
三
七
年
五
月
）
九
頁
。

（
241
）	

東
京
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
編
「
鈴
木
圭
介
先
生
に
聞
く
」

AM
ERIC

AN
 STU

D
IES IN

 JAPAN
 O

RAL H
ISTO

RY SERIES, Vol. 11, 
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（
242
）	

「
新
任
教
授
及
講
師
住
所
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
巻
第
六
号
、
一
九
三

七
年
六
月
）
七
頁
。

（
243
）	
前
掲
「『
立
教
経
済
学
研
究
』
創
刊
の
こ
ろ
」
五
五
八
頁
。
な
お
、
こ
の

と
き
鈴
木
圭
介
と
と
も
に
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
で
あ
っ
た
李
容
漢
も
助
手
に

採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
李
は
の
ち
に
母
国
の
普
成
専
門
学
校
の
教
職
に
就
い

た
。

（
244
）	

「
人
事
異
動
／
学
部
新
任
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四

〇
年
五
月
二
八
日
）
二
面
。

（
245
）	

鈴
木
圭
介
「
昭
和
一
〇
年
頃
の
大
塚
先
生
」（『
大
塚
久
雄
著
作
集 

月
報
』

一
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
一
月
）
七
頁
。

（
246
）	

前
掲
「『
立
教
経
済
学
研
究
』
創
刊
の
こ
ろ
」
五
六
二
～
五
六
四
頁
。

（
247
）	

「
立
教
大
学
に
学
位
規
程
認
可
さ
る
―
経
済
学
部
か
ら
博
士
」（『
立
教
学
院

学
報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
四
〇
年
五
月
二
八
日
）
一
頁
。

（
248
）	

諸
井
忠
一
・
田
辺
邦
彦
「
特
輯　

立
教
大
学
経
済
学
会
十
年
史
」（『
立
教

大
学
経
済
学
会
誌
』
第
一
八
号
、
一
九
四
〇
年
二
月
）
一
三
一
頁
。

（
249
）	

「
立
教
大
学
経
済
学
会
々
則
」
第
二
条
、
第
三
条
（『
立
教
大
学
経
済
学
会

誌
』
第
一
六
号
、
一
九
三
七
年
一
二
月
）
七
〇
頁
。

（
250
）	

「
演
習
報
告
」（『
立
教
大
学
経
済
学
会
誌
』
第
一
七
号
、
一
九
三
九
年
三

月
）
六
五
～
七
四
頁
。

（
251
）	

「
演
習
報
告
」（『
立
教
大
学
経
済
学
会
誌
』
第
一
八
号
、
一
九
四
〇
年
二

月
）
一
五
九
～
一
六
六
頁
。

（
252
）	

「
一
年
間
の
回
顧
」（『
立
教
大
学
経
済
学
会
誌
』
第
一
七
号
、
一
九
三
九
年

三
月
）
七
五
頁
。
学
生
生
活
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
前
田
一
男

「
戦
時
下
の
学
生
生
活
」（
老
川
慶
喜
・
前
田
一
男
編
著
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

ク
ー
ル
と
戦
争
─
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
を

参
照
の
こ
と
。

（
253
）	

宮
川
英
一
「
経
理
課
所
蔵
資
料
『
収
納
簿
』
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・

生
徒
の
在
籍
者
数
推
計
（
二
）―
一
九
三
一
年
度
よ
り
一
九
三
七
年
度
ま
で
」

（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
九
号
、
二
〇
二
二
年
）
一
三
頁
。

（
254
）	

本
籍
地
と
保
護
者
・
当
事
者
の
現
住
地
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
後
述

の
尹
東
柱
の
よ
う
に
、
本
籍
地
は
朝
鮮
で
あ
る
が
、
中
国
東
北
地
方
か
ら
朝

鮮
・
日
本
へ
留
学
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。

（
255
）	

「
学
事
年
報
々
告
ノ
件
」（
立
教
大
学
々
長
杉
浦
貞
二
郎
発
文
部
大
臣
官
房

文
書
課
長
宛
一
九
三
二
年
七
月
五
日
）
中
の
「
甲
号
表
二　

公
立
私
立
大
学

表　

其
ノ
一　

学
部　

昭
和
六
年
度
立
教
大
学
」（「
昭
和
六
年
度
起　

学
事

年
報
報
告
綴
（
一
）」
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
256
）	

日
本
「
内
地
」
で
学
ん
だ
朝
鮮
・
台
湾
出
身
の
学
生
・
生
徒
（
本
文
中
で

は
、
朝
鮮
出
身
者
あ
る
い
は
朝
鮮
人
、
台
湾
出
身
者
あ
る
い
は
台
湾
人
と
表

記
）
を
「
留
学
生
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
留
保
す
べ
き
点
の
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
植
民
地
出
身
者
は
「
一
国
と
し
て
の
留
学
生

で
も
な
く
」、「
疑
似
的
外
国
人
留
学
生
」
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
（
紀

旭
峰
「
戦
前
期
早
稲
田
大
学
の
ア
ジ
ア
人
留
学
生
の
軌
跡
」、
李
成
市
・
劉

傑
編
著
『
留
学
生
の
早
稲
田
―
近
代
日
本
の
知
の
接
触
領
域
』
早
稲
田
大
学

出
版
部
、
二
〇
一
五
年
、
七
四
頁
）。
佐
藤
由
美
は
、
朝
鮮
出
身
者
の
場
合
、

「
韓
国
併
合
」
以
降
も
「
留
学
生
」
と
い
う
呼
称
が
継
続
し
て
用
い
ら
れ
た

一
方
、
朝
鮮
か
ら
の
渡
航
者
と
日
本
「
内
地
」
在
住
者
が
混
在
す
る
こ
と
、

当
事
者
に
お
い
て
「
当
時
は
『
留
学
』
と
い
う
意
識
で
は
な
く
『
進
学
』
で

あ
っ
た
」
と
い
う
証
言
も
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、「
言
語
や
文
化
を
異
に
す

る
『
内
地
』
に
進
学
の
機
会
を
求
め
、
一
定
期
間
、
継
続
し
て
就
学
し
て
い
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た
」
存
在
と
し
て
、
カ
ギ
括
弧
を
付
し
た
「
留
学
生
」
と
い
う
表
現
を
用
い

て
い
る
（
佐
藤
由
美
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
中
等
教
育
機
関
と
朝
鮮
人

『
留
学
生
』」『
人
文
科
学
年
報
』
第
五
二
号
、
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

二
〇
二
二
年
、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
）。

（
257
）	

前
掲
「
経
理
課
所
蔵
資
料
『
収
納
簿
』
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒

の
在
籍
者
数
推
計
（
二
）

―
一
九
三
一
年
度
よ
り
一
九
三
七
年
度
ま
で
」

一
四
頁
。

（
258
）	

「
遊
学
生
」（『
読
売
新
聞
』
一
八
九
五
年
三
月
二
一
日
）
朝
刊
二
面
。

（
259
）	

松
蹊
生
「
征
韓
紀
行
（
其
五
）」（『
教
界
評
論
』
第
四
三
号
、
一
八
九
五
年

八
月
）
三
一
頁
。

（
260
）	

黄
雲
「
旧
韓
末
『
日
語
学
堂
』
の
設
立
時
期
と
地
域
に
関
す
る
研
究
―
一

次
史
料
の
考
察
を
中
心
に
」（『
日
本
語
教
育
』
第
六
四
輯
、
韓
国
日
本
語
教

育
学
会
、
二
〇
一
三
年
）
八
一
～
八
二
頁
。

（
261
）	

稲
葉
継
雄
「
官
立
漢
城
外
国
語
学
校
に
つ
い
て

―
日
語
学
校
を
中
心

に
」（『
韓
』
第
一
〇
三
号
、
韓
国
研
究
院
、
一
九
八
六
年
八
月
）
一
六
一
～

一
六
二
頁
。

（
262
）	

桝
谷
祐
一
「
갑
오
개
혁
기 

도
일
유
학
생 

파
견 

정
책
의 

전
개
와 

중
단 

과
정
（
甲
午
改
革
期
渡
日
留
学
生
派
遣
政
策
の
展
開
と
中
断
過
程
）」（『
韓
国

史
学
報
』
第
五
六
号
、
二
〇
一
四
年
八
月
）
二
二
〇
～
二
二
一
頁
。

（
263
）	 SM

, June 1895, p. 242.

。

（
264
）	

松
蹊
生
「
征
韓
紀
行
」（『
教
界
評
論
』
第
三
九
号
、
一
八
九
五
年
三
月
）

一
四
頁
。
松
蹊
生
「
征
韓
紀
行
（
結
尾
）」（『
教
界
評
論
』
第
四
五
号
、
一
八

九
五
年
一
〇
月
）
三
三
頁
。

（
265
）	

「
朝
鮮
伝
道
」（『
教
界
評
論
』
第
三
七
号
、
一
八
九
五
年
一
月
）
二
〇
頁
。

（
266
）	

前
掲
「
官
立
漢
城
外
国
語
学
校
に
つ
い
て

―
日
語
学
校
を
中
心
に
」
一

六
三
頁
。

（
267
）	

大
韓
聖
公
会
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
大
韓
聖
公
会
百
年
史
』（
大
韓
聖
公

会
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）
三
五
頁
。

（
268
）	

松
蹊
生
「
征
韓
紀
行
」（『
教
界
評
論
』
第
四
〇
号
、
一
八
九
五
年
五
月
、

九
頁
。
同
前
第
四
一
号
、
一
八
九
五
年
六
月
、
三
五
頁
。
同
前
第
四
二
号
、

一
八
九
五
年
七
月
、
三
〇
～
三
二
頁
）。

（
269
）	

前
掲
「
征
韓
紀
行
（
其
五
）」
三
一
頁
。

（
270
）	 SM

, June 1895, p. 241.

（
271
）	 SM

, June 1895, p. 238.

（
272
）	

前
掲
「
征
韓
紀
行
（
其
五
）」
三
一
頁
。

（
273
）	

前
掲
「
征
韓
紀
行
（
結
尾
）」
三
二
頁
。

（
274
）	

同
右
、
三
三
頁
。

（
275
）	

「（
校
事
一
束
）
朝
鮮
学
生
の
入
校
」（『
八
紘
』
第
二
号
、
立
教
学
校
文
学

会
、
一
八
九
五
年
五
月
）
九
三
頁
。

（
276
）	

松
谷
基
和
「
押
川
方
義
と
朝
鮮
の
関
係
史
序
説

―
朝
鮮
伝
道
計
画
か
ら

大
日
本
海
外
教
育
会
へ
」（『
東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
』
創
刊
号
、

二
〇
一
六
年
）
四
八
頁
。

（
277
）	

「（
校
事
一
束
）
朝
鮮
学
生
の
入
校
」（『
八
紘
』
第
二
号
、
立
教
学
校
文
学

会
、
一
八
九
五
年
五
月
）
九
三
～
九
四
頁
。

（
278
）	

姜
兌
玧
・
具
知
會
・
西
沢
直
子
「
明
治
期
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生

（
三
）」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
三
巻
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
七
年
）
三
六
八
～
三
六
九
頁
。

（
279
）	

「（
早
稲
田
記
事
）
学
生
祝
捷
大
運
動
会
」（『
中
央
時
論
』
第
一
二
号
、
中

央
学
会
、
一
八
八
五
年
五
月
）
六
〇
頁
。

（
280
）	

「
築
地
聖
三
一
教
会
『
ク
リ
ス
マ
ス
』」（『
教
界
評
論
』
第
四
八
号
、
一
八
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九
六
年
一
月
）
三
五
頁
。

（
281
）	

『
会
員
名
簿
』（
立
教
大
学
校
友
会
、
一
九
九
九
年
）
九
頁
。

（
282
）	

山
田
昭
次
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」（
前
掲
『
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
』
四
二
〇
頁
）。

（
283
）	
「
青
年
留
学
生
玄
海
에
（
に
）
投
身
／
립
교
대
학
다
니
든
학
생
이
（
立
教
大
学

に
通
っ
て
い
た
学
生
が
）」（『
毎
日
申
報
』
一
九
二
八
年
五
月
一
二
日
）
二
面
。

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
八
月
一
九
～
二
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日

誌
』
三
二
二
頁
）。

（
284
）	

宮
川
英
一
「
経
理
課
所
蔵
資
料
『
収
納
簿
』
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・

生
徒
の
在
籍
者
数
推
計
（
一
）

―
一
九
二
三
年
度
よ
り
一
九
三
〇
年
度
ま

で
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
二
一
年
）
二
四
～
二
七
頁
。

（
285
）	

紀
旭
峰
『
大
正
期
台
湾
人
の
「
日
本
留
学
」
研
究
』（
龍
溪
書
舎
、
二
〇
一

二
年
）
一
五
九
頁
。
裵
姈
美
「
李
相
佰
、
帝
国
を
生
き
た
植
民
地
人
」（
前
掲

『
留
学
生
の
早
稲
田

―
近
代
日
本
の
知
の
接
触
領
域
』
二
一
五
頁
）。

（
286
）	

内
務
省
警
保
局
「
在
京
朝
鮮
留
学
生
概
況
」
一
九
二
五
年
一
二
月
（
朴
慶

植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
、

三
一
二
～
三
一
四
頁
）。「
朝
鮮
学
生
在
学
々
校
別
」（『
奨
学
部
報
』
第
一
七

号
、
朝
鮮
教
育
会
奨
学
部
、
一
九
三
二
年
五
月
、
二
～
三
頁
（
裵
姈
美
編

『
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料
』
第
二
巻
、
緑
蔭
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
四
八

六
～
四
八
七
頁
）。

（
287
）	

「
本
年
度
補
欠
募
集
せ
ず
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
号
、
一
九
四
二
年
三

月
一
日
）
一
面
。

（
288
）	

宮
嶋
眞
「
日
本
聖
公
会
と
在
日
韓
国
朝
鮮
人
」（
日
韓
聖
公
会
宣
教
協
働
二

〇
周
年
大
会
文
書
作
成
委
員
会
編
『
日
韓
聖
公
会
宣
教
協
働
二
〇
周
年
大
会

歴
史
資
料
集
』
日
本
聖
公
会
管
区
、
二
〇
〇
四
年
）
一
二
～
一
五
頁
、「
張

準
相
師
の
信
仰
と
あ
ゆ
み
」
同
前
、
二
五
～
二
六
頁
。

（
289
）	

宮
本
正
明
「（
史
料
紹
介
）
戦
前
期
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
人
の

回
想

―
金
允
經
・
柳
致
眞
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一

六
年
）
八
七
頁
。

（
290
）	

同
右
、
九
〇
頁
。

（
291
）	

「
朝
鮮
人
の
学
徒
出
陣

―
張
潤
傑
よ
り
の
聞
書
」（『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
六
二
頁
所
収
）。

（
292
）	

「
片
々
夜
話
」（『
金
八
峰
文
学
全
集
』
Ⅱ
、
文
学
과
知
性
社
、
一
九
八
八

年
）
三
四
〇
頁
。

（
293
）	

高
承
濟
『
回
想
의
（
の
）学
問
과
（
と
）人
生
』（
経
研
社
、
一
九
七
九
年
）

三
六
頁
。

（
294
）	

前
掲
『
立
教
大
学
経
済
学
部
一
〇
〇
年
史
』
三
四
頁
。

（
295
）	

山
田
昭
次
編
「
戦
前
期
・
戦
中
期
立
教
大
学
在
学
韓
国
人
学
生
関
係
史
料

集
」（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
八
三
頁
。

（
296
）	

同
右
、
八
一
頁
。

（
297
）	

同
右
、
八
三
頁
。

（
298
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
二
二
頁
。

（
299
）	

前
掲
「（
史
料
紹
介
）
戦
前
期
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
回
想

―
金
允
經
・
柳
致
眞
」
八
八
、
一
〇
一
頁
。

（
300
）	

前
掲
『
会
員
名
簿
』
一
一
頁

（
301
）	

「
給
費
生
／
初
の
お
恵
み
金
徳
培
君
に
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
二
号
、

一
九
二
六
年
五
月
五
日
）
三
面
。

（
302
）	
「
揚
〔
マ
マ
〕能

漸
氏
講
師
に
就
任
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
三
号
、
一
九
三

〇
年
一
一
月
一
五
日
）
三
面
。

（
303
）	

「
楊
教
授
病
む
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
四
号
、
一
九
三
一
年
九
月
三
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〇
日
）
三
面
。

（
304
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
二
四
～
四
二
五

頁
。

（
305
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
四
月
一
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

頁
）。

（
306
）	

前
掲
『
会
員
名
簿
』
三
五
頁
。

（
307
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
三
日
条
、
一
九
四
二
年
九
月
一
七

日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
四
二
、
三
三
二
頁
）。

（
308
）	

「
東
京
学
生
과（
と
）郷
土
軍
絢
爛
한（
た
る
）交
歓
大
競
技
／
六
種
目
에 

（
に
）亘
하
야（
わ
た
り
）十
九
日
부
터（
か
ら
）実
施
」（『
毎
日
新
報
』
一
九

四
一
年
七
月
五
日
）
三
面
。

（
309
）	

前
掲
『
会
員
名
簿
』
三
七
頁
。

（
310
）	

関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
編
『
箱
根
駅
伝
70
年
史
』（
関
東
学
生
陸
上
競
技

連
盟
、
一
九
八
九
年
）
一
八
七
、
一
九
三
、
一
九
九
頁
。

（
311
）	

「
立
大
籠
球
主
将
金
聖
鎬
君
被
選
」（『
毎
日
新
報
』
一
九
四
一
年
二
月
一
五

日
夕
刊
）
二
面
。

（
312
）	

前
掲
『
会
員
名
簿
』
三
六
頁
。

（
313
）	

同
右
、
三
八
頁
。

（
314
）	

山
田
昭
次
編
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書

き
と
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
」（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）
一
、
四
頁
。

（
315
）	

同
右
、
一
頁
。

（
316
）	

鈴
木
武
男
「
栄
光
の
旗
を
再
び
我
等
に
」（『
立
教
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
創
部
六
〇
周
年
記
念
誌
』
立
教
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O‌

B
倶
楽

部
六
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）
二
一
七
頁
。

（
317
）	

中
澤
龍
太
郎
「
創
部
六
十
周
年
を
迎
え
て
」（
前
掲
『
立
教
大
学
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
創
部
六
〇
周
年
記
念
誌
』）
二
〇
七
頁
。

（
318
）	

「
鮮〔
マ
マ
〕人
学
生
生
徒
の
思
想
的
事
件
」
文
部
省
学
生
部
、
一
九
三
二
年
（
前

掲
『
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料
』
第
二
巻
、
二
七
二
頁
）。

（
319
）	

前
掲
「（
史
料
紹
介
）
戦
前
期
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
回
想

―
金
允
經
・
柳
致
眞
」
九
一
、
九
三
頁
。

（
320
）	

前
掲
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書
き
と
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
」
四
頁
。

（
321
）	

前
掲
「（
史
料
紹
介
）
戦
前
期
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
回
想

―
金
允
經
・
柳
致
眞
」
八
七
頁
。

（
322
）	

同
右
、
九
五
～
九
六
頁
。

（
323
）	

前
掲
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書
き
と
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
」
一
頁
。

（
324
）	

同
右
、
四
頁
。

（
325
）	

同
右
、
四
頁
。

（
326
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
の
学
徒
出
陣

―
張
潤
傑
よ
り
の
聞
書
」
四
六
二
頁
。

（
327
）	

多
胡
吉
郎
『
生
命
の
詩
人
・
尹
東
柱

―『
空
と
星
と
詩
』
誕
生
の
秘
蹟
』

（
影
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
一
三
二
頁
。

（
328
）	

金
賛
汀
『
抵
抗
詩
人
尹
東
柱
の
死
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
五
七

頁
。

（
329
）	

西
崎
雅
夫
編
著
『
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
の
記
録

―
東
京
地
区
別

1
1
0
0
の
証
言
』（
現
代
書
館
、
二
〇
一
六
年
）
三
三
八
、
三
三
九
、
三
四

二
、
三
四
三
頁
。

（
330
）	

「
大
学
よ
り
」（『
立
教　

立
教
校
友
会
々
報
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
二
三

年
一
二
月
）
六
頁
）。

（
331
）	

「（
座
談
会
）
池
袋
と
立
教
」（『
立
教
』
第
六
七
号
、
一
九
七
二
年
一
二
月
）
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二
六
頁
。

（
332
）	

前
掲
「（
史
料
紹
介
）
戦
前
期
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
回
想

―
金
允
經
・
柳
致
眞
」
八
九
、
九
八
～
九
九
頁
。

（
333
）	
玄
泰
鎬
の
証
言
（
前
掲
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら

の
聞
き
書
き
と
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
」
一
～
二
頁
。
前
掲
「
朝
鮮
人
の
学
徒
出

陣

―
張
潤
傑
よ
り
の
聞
書
」
四
六
二
～
四
六
三
頁
）。

（
334
）	

前
掲
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書
き
と
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
」
三
頁
。

（
335
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
の
学
徒
出
陣

―
張
潤
傑
よ
り
の
聞
書
」
四
六
三
頁
。

（
336
）	

西
尾
達
雄
『
日
本
植
民
地
下
朝
鮮
に
お
け
る
学
校
体
育
政
策
』（
明
石
書
店
、

二
〇
〇
三
年
）
三
五
四
頁
。

（
337
）	

立
教
の
事
例
で
は
な
い
が
、
一
九
三
一
年
に
呉
市
の
私
立
興
文
中
学
・
大

正
中
学
校
の
朝
鮮
人
在
学
生
の
中
か
ら
「
兵
役
ノ
義
務
ナ
キ
吾
々
鮮〔
マ
マ
〕人
学
生

ニ
対
シ
内
地
人
同
様
校
内
ニ
於
テ
軍
事
教
練
ヲ
強
要
サ
ル
ル
ハ
無
意
義
ナ

リ
」
と
し
て
反
対
運
動
の
動
き
が
見
ら
れ
た
（「
鮮〔
マ
マ
〕人

学
生
生
徒
の
思
想
的

事
件
」
文
部
省
学
生
部
、
一
九
三
二
年
。
前
掲
『
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資

料
』
第
二
巻
、
二
七
四
頁
）。
他
方
、
軍
事
教
練
を
め
ぐ
る
朝
鮮
出
身
者
の

受
け
と
め
方
は
一
様
で
は
な
い
。
一
九
四
二
年
に
市
立
金
沢
中
学
校
三
年
に

編
入
し
た
姜
海
星
は
、「
日
本
で
受
け
た
差
別
待
遇
」
へ
の
憤
り
か
ら
「
朝

鮮
の
独
立
の
た
め
に
武
器
を
も
っ
て
立
ち
上
が
る
べ
き
だ
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、「
も
し
、
武
装
闘
争
に
参
加
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
軍
事
教

練
が
少
し
で
も
役
に
立
」
つ
と
し
て
「
当
時
、
学
生
達
が
嫌
が
っ
て
い
た
学

校
で
の
軍
事
教
練
に
も
熱
心
に
身
を
入
れ
て
は
げ
み
ま
し
た
」
と
回
想
し
て

い
る
（
金
昌
根
「
祖
国
の
栄
光
を
夢
み
た
青
春
の
日
々
」『
統
一
評
論
』
第
一

七
三
号
、
一
九
七
九
年
一
〇
月
、
一
二
九
頁
）。

（
338
）	

前
掲
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書
き
と
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
」
二
頁
。

（
339
）	

同
右
、
三
頁
。

（
340
）	

水
野
直
樹
『
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
京
都
』（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
二
〇
〇
三
年
）
八
頁
。
朴
成
河
「
日
本
帝
国
の
解
体
と
朝
鮮
人
『
内
地

留
学
』
の
終
焉
―
戦
後
直
後
・
朝
鮮
人
留
学
生
政
策
を
中
心
に
」（『
在
日
朝

鮮
人
史
研
究
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
二
年
）
九
七
頁
。

（
341
）	

「
大
学
学
友
会
消
息
（
十
一
月
十
八
日
調
）」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
巻

一
一
月
号
、
一
九
三
六
年
一
二
月
）
一
七
頁
。

（
342
）	

「
最
近
に
於
け
る
朝
鮮
民
族
主
義
運
動
の
概
況
」（『
思
想
情
報
』
第
二
五
号
、

教
学
局
、
一
九
四
二
年
六
月
、
二
頁
。
荻
野
富
士
夫
編
『
文
部
省
思
想
統
制

関
係
資
料
集
成
』
第
七
巻
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
九
〇
頁
）。

（
343
）	

紺
屋
延
子
・
水
野
直
樹
・
安
斎
郁
郎
「『
詩
人
尹
東
柱　

記
憶
と
和
解
の

碑
』
建
立
運
動
の
現
状
と
開
示
裁
判
資
料
の
意
味
」（『
立
命
館
平
和
研
究
―

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
紀
要
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
一
年
）

一
七
～
一
八
頁
。
荻
野
富
士
夫
『
治
安
維
持
法
の
歴
史
Ⅱ
治
安
維
持
法
―
そ

の
成
立
と
「
改
正
」
史
』（
六
花
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
三
一
四
～
三
一
五
、

三
五
〇
～
三
五
五
頁
。

（
344
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

七
一
頁
）。

（
345
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
三
月
一
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

六
四
頁
）。

（
346
）	
前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
二
四
～
四
二
六

頁
。

（
347
）	

「
治
安
維
持
法
違
反
被
疑
者
検
挙
ノ
件
」
京
畿
道
警
察
部
長
、
一
九
三
八
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年
五
月
三
一
日
（
京
城
地
方
法
院
検
事
局
「
昭
和
十
三
年　

思
想
ニ
関
ス
ル

情
報
」、
国
史
編
纂
委
員
会
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス https://db.history.

go.kr/item
/im

age V
iewer.do?levelId=had_161_0170

）。

（
348
）	
「
新
明
学
院
講
師
等
ノ
不
穏
教
授
ニ
関
ス
ル
件
」
京
畿
道
知
事
、
一
九
四

〇
年
一
〇
月
二
六
日
（
京
城
地
方
法
院
検
事
局
「
昭
和
十
五
年　

思
想
ニ
関

ス
ル
情
報
」、
国
史
編
纂
委
員
会
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス https://db.history.

go.kr/item
/im

ageV
iewer.do?levelId=had_166_0430

）。

（
349
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
二
五
頁
。

（
350
）	

宮
本
正
明
「
朝
鮮
人
の
『
内
地
進
学
』
を
め
ぐ
る
戦
時
下
の
対
応
―
朝
鮮

奨
学
会
関
係
史
料
を
中
心
に
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一

四
年
）
四
八
頁
。

（
351
）	

「
朝
鮮
出
身
学
生
進
学
保
証
推
薦
要
領
」
朝
鮮
奨
学
会
、
一
九
四
三
年
一

〇
月
二
〇
日
（「
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件　

朝
鮮
関
係　

朝
鮮
奨
学
会
関
係　

昭
和
十
八
年
」
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
352
）	

前
掲
「
経
理
課
所
蔵
資
料
『
収
納
簿
』
か
ら
見
た
立
教
大
学
生
・
生
徒
の

在
籍
者
数
推
計
（
二
）」
一
三
頁
。

（
353
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
の
『
内
地
進
学
』
を
め
ぐ
る
戦
時
下
の
対
応
―
朝
鮮
奨
学

会
関
係
史
料
を
中
心
に
」
三
四
～
三
八
頁
。

（
354
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

五
七
頁
）。

（
355
）	

漆
畑
充
「
植
民
地
期
に
お
け
る
朝
鮮
奨
学
会
に
関
す
る
一
考
察
」（『
日
本

の
教
育
史
学
』
第
四
八
集
、
二
〇
〇
五
年
）
九
九
～
一
〇
一
頁
。

（
356
）	

「
内
地
大
学
職
員
朝
鮮
視
察
団
ノ
視
察
概
況
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
四
二
年

一
一
月
四
日
（「
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件　

朝
鮮
関
係　

朝
鮮
奨
学
会
関
係　

自
昭
和
十
六
年
一
月
」
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
357
）	

「
在
京
各
大
学
、
部
、
科
長
並
高
専
学
校
長
懇
談
会
開
催
状
況
ニ
関
ス
ル

件
」
朝
鮮
奨
学
会
理
事
長
川
岸
文
三
郎
発
竹
内
管
理
局
長
宛
一
九
四
三
年
二

月
一
八
日
（
前
掲
「
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件　

朝
鮮
関

係　

朝
鮮
奨
学
会
関
係　

自
昭
和
十
六
年
一
月
」）。

（
358
）	

「
生
活
指
導
部
主
催
／
半
島
学
生
と
の
懇
談
会
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一

八
号
、
一
九
四
三
年
三
月
一
〇
日
、
一
面
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』

資
料
編
第
一
巻
、
四
五
三
頁
）。

（
359
）	

前
掲
「
経
理
課
所
蔵
資
料
『
収
納
簿
』
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒

の
在
籍
者
数
推
計
（
二
）」
一
五
頁
。

（
360
）	

「
学
事
年
報
報
告
ノ
件
」（
立
教
大
学
総
長
事
務
取
扱
三
辺
金
蔵
発
文
部
省

総
務
局
長
宛
一
九
四
三
年
七
月
三
一
日
）
中
の
「
甲
号
表
二　

公
立
私
立
大

学
表　

其
ノ
一　

学
部　

昭
和
十
七
年
度
立
教
大
学
」（「
昭
和
六
年
度
起　

学
事
年
報
報
告
綴
（
二
）」
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
361
）	

前
掲
『
抵
抗
詩
人
尹
東
柱
の
死
』
五
三
頁
。

（
362
）	

前
掲
『
生
命
の
詩
人
・
尹
東
柱

―『
空
と
風
と
星
と
詩
』
誕
生
の
秘
蹟
』

一
三
二
～
一
三
三
頁
。

（
363
）	

揚
原
泰
子
「
緑
の
芝
草
が
萌
え
出
る
よ
う
に

―
よ
み
が
え
る
詩
人
尹
東

柱
」（『
福
音
と
世
界
』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
三
一
頁
。

（
364
）	

金
時
鐘
編
訳
『
尹
東
柱
詩
集　

空
と
風
と
星
と
詩
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一

二
年
）
四
二
～
四
四
頁
。

（
365
）	

前
掲
『
抵
抗
詩
人
尹
東
柱
の
死
』
五
八
頁
。

（
366
）	
前
掲
「（
史
料
紹
介
）
戦
前
期
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
回
想

―
金
允
經
・
柳
致
眞
」
九
一
頁
。

（
367
）	

前
掲
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書
き
と
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
」
一
頁
。
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（
368
）	

同
右
、
三
頁
。

（
369
）	

「（
校
報
）
院
内
現
況
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
）

一
八
頁
。

（
370
）	
『
会
員
名
簿　

昭
和
三
年
度
』（
立
教
学
院
校
友
会
、
一
九
二
八
年
）
三
五

頁
。
台
湾
総
督
府
に
よ
る
日
本
在
学
者
の
把
握
に
よ
れ
ば
、
林
澄
瑩
は
一
九

〇
八
年
一
二
月
末
時
点
で
立
教
中
学
校
二
年
と
し
て
在
学
が
確
認
さ
れ
る

（
前
掲
『
大
正
期
台
湾
人
の
「
日
本
留
学
」
研
究
』
七
六
頁
）。
立
教
中
学
校

卒
業
後
は
新
潟
医
学
専
門
学
校
へ
進
学
し
、
一
九
二
三
年
に
台
湾
で
杏
林
堂

医
院
を
開
業
し
た
（
台
湾
新
民
報
社
編
『
改
訂　

台
湾
人
士
鑑
』
台
湾
新
民

報
社
、
一
九
三
七
年
、
四
五
八
頁
）。

（
371
）	

「
校
友
林
徳
欽
氏
府
属
か
ら
一
躍
地
方
事
務
官
に
抜
擢
さ
る
」（『
立
教
学
院

校
友
会
報
』
第
一
二
号
、
一
九
三
三
年
九
月
五
日
）
五
頁
。

（
372
）	

「
朝
鮮
人
台
湾
人
外
国
人
在
校
者
調
」
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
池

袋
警
察
署
長
宛
一
九
三
九
年
五
月
九
日
（「
報
告
書
類　

昭
和
十
四
年
度
」

立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
373
）	

波
多
野
真
矢
「
周
作
人
与
立
教
大
学
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
一
年

第
二
期
）
四
三
～
四
四
頁
。

（
374
）	

根
岸
宗
一
郎
「
周
作
人
と
H
・
S
・
タ
ッ
カ
ー
」（『
中
国
研
究
月
報
』
第

六
三
八
号
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
二
〇
～
二
五
頁
。

（
375
）	

前
島
潔
「
周
作
人
氏
に
会
ふ
の
記
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
一
号
、

一
九
四
〇
年
一
月
二
八
日
）
四
面
。

（
376
）	

前
掲
「
周
作
人
与
立
教
大
学
」
四
三
～
四
四
頁
。

（
377
）	

『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』（
立
教
学
院
立
教
大
学
、
一
九
一
七
年
）
七

四
頁
。

（
378
）	

「
留
日
中
国
学
生
名
簿
送
付
方
依
頼
ノ
件
回
答
」
立
教
大
学
長
遠
山
郁
三

発
支
那
派
遣
軍
総
参
謀
長
板
垣
征
四
郎
宛
一
九
四
〇
年
一
一
月
二
九
日

（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」No.201045-845　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

所
蔵
）。

（
379
）	

同
右
。

（
380
）	

飯
島
文
太
郎
「
故
郝
奎
彦
先
生
と
岳
陽
会
の
こ
と
」（『
東
北
学
院
時
報
』

第
二
八
〇
号
、
一
九
七
三
年
二
月
）
三
頁
。

（
381
）	

『
日
本
聖
公
会
要
覧
』（
日
本
聖
公
会
教
務
院
総
務
局
、
一
九
〇
九
年
、
一

二
一
頁
。
同
前
、
一
九
一
〇
年
、
一
二
四
頁
。
同
前
、
一
九
一
二
年
、
一
三

二
頁
。
同
前
、
一
九
一
三
年
、
一
三
四
頁
。
同
前
、
一
九
一
四
年
、
一
三
〇

頁
。
同
前
、
一
九
一
五
年
、
一
三
八
頁
）。

（
382
）	

伊
藤
泉
美
『
横
浜
華
僑
社
会
の
形
成
と
発
展
―
幕
末
開
港
期
か
ら
関
東
大

震
災
復
興
期
ま
で
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
四
〇
〇
、
四
〇
一
頁
。

（
383
）	

譚
璐
美
『
帝
都
東
京
を
中
国
革
命
で
歩
く
』（
白
水
社
、
二
〇
一
六
年
）
一

五
三
～
一
五
八
頁
。

（
384
）	

周
一
川
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇

年
）
二
七
九
～
二
八
〇
頁
。

（
385
）	

鳥
谷
ま
ゆ
み
「
漂
泊
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

―
周
作
人
の
立
教
大
学
訪

問
時
に
お
け
る
新
史
料
か
ら
」（『
中
国
21
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

一
七
八
～
一
八
六
頁
。

（
386
）	

「
よ
う
こ
そ
先
輩
／
周
作
人
氏
本
学
訪
問
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
巻
第

七
号
、
一
九
四
一
年
五
月
六
日
）
一
面
。

（
387
）	
佐
藤
照
雄
「
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
対
タ
イ
文
化
事
業
―
招
致
留
学
生
奨

学
資
金
制
度
を
中
心
と
し
て
」（『
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
論
集
』
第
一
七
号
、

二
〇
〇
九
年
）
二
五
三
頁
。

（
388
）	

村
田
翼
夫
「
戦
前
に
お
け
る
日
・
タ
イ
間
の
人
的
交
流
―
タ
イ
人
の
日
本
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留
学
を
中
心
と
し
て
」（『
国
立
教
育
研
究
所
紀
要
』
第
九
四
集
、
一
九
七
八

年
）
一
九
二
頁
。

（
389
）	
同
右
、
一
九
七
、
一
九
五
頁
。

（
390
）	
村
嶋
英
治
「
タ
イ
国
に
お
け
る
第
2
次
世
界
大
戦
終
結
迄
の
日
本
語
教
育

の
歴
史
―
未
利
用
資
料
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究
』
第
三
九
号
、

二
〇
二
〇
年
）
一
五
～
一
七
頁
。

（
391
）	

「
学
事
年
報
々
告
ノ
件
」（
立
教
大
学
長
木
村
重
治
発
文
部
大
臣
官
房
文
書

課
長
宛
一
九
三
六
年
七
月
六
日
）
中
の
「
乙
号
表
三　

公
立
私
立
大
学
予
科

（
修
業
年
限
三
年
）
入
学
者
学
歴
別
表　

昭
和
十
年
度
立
教
大
学
」、「
学
事

年
報
々
告
ノ
件
」（
立
教
大
学
長
遠
山
郁
三
発
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
長
宛
一

九
三
七
年
七
月
一
四
日
）
中
の
「
乙
号
表
三　

公
立
私
立
大
学
予
科
（
修
業

年
限
三
年
）
入
学
者
学
歴
別
表　

昭
和
十
一
年
度
立
教
大
学
」（
前
掲
「
昭
和

六
年
度
起　

学
事
年
報
報
告
綴
（
一
）」）、「
学
事
年
報
々
告
ノ
件
」（
立
教
大

学
長
遠
山
郁
三
発
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
長
宛
一
九
四
二
年
七
月
二
五
日
）

中
の
「
乙
号
表
三　

公
立
私
立
大
学
予
科
（
修
業
年
限
三
年
）
入
学
者
学
歴

別
表　

昭
和
十
六
年
度
立
教
大
学
」、「
学
事
年
報
々
告
ノ
件
」（
立
教
大
学
総

長
事
務
取
扱
三
辺
金
蔵
発
文
部
省
総
務
局
長
宛
一
九
四
三
年
七
月
三
一
日
）

中
の
「
乙
号
表
三　

公
立
私
立
大
学
予
科
（
修
業
年
限
三
年
）
入
学
者
学
歴

別
表　

昭
和
十
七
年
度
立
教
大
学
」（
前
掲
「
昭
和
六
年
度
起　

学
事
年
報
報

告
綴
（
二
）」）。

（
392
）	

「
年
報
中
第
四
表
甲
及
ビ
乙
送
付
ニ
関
ス
ル
件
」（
立
教
大
学
総
長
三
辺
金

蔵
発
文
部
省
総
務
局
長
宛
一
九
四
四
年
一
〇
月
七
日
）
中
の
「
第
四
表
乙　

大
学
卒
業
者
数　

昭
和
十
九
年
度
立
教
大
学
」（
前
掲
「
昭
和
六
年
度
起　

学

事
年
報
報
告
綴
（
二
）」）。

（
393
）	

立
教
大
学
総
長
三
辺
金
蔵
発
文
部
省
専
門
教
育
局
長
宛
一
九
四
五
年
一
月

一
一
日
付
「
外
国
人
留
学
生
ノ
官
公
私
立
高
等
専
門
学
校
等
入
学
者
選
抜
ノ

件
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201013-66

）。

（
394
）	

立
教
大
学
総
長
三
辺
金
蔵
発
文
部
省
専
門
教
育
局
長
宛
一
九
四
五
年
一
月

一
一
日
付
「
外
国
人
留
日
学
生
数
調
ノ
件
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」No. 

201013-64

）。

（
395
）	

「
外
国
人
留
日
学
生
及
朝
鮮
、
台
湾
出
身
学
生
等
調
査
の
件
」
文
部
省
学

校
教
育
局
長
日
高
第
四
郎
、
一
九
四
六
年
九
月
九
日
（「
立
教
大
学
庶
務
課

文
書
」N

o.201017-38

）。「
外
国
人
留
学
生
調
査
に
つ
い
て
」
文
部
省
学
校

教
育
局
長
日
高
第
四
郎
、
一
九
四
七
年
六
月
一
四
日
（「
立
教
大
学
庶
務
課

文
書
」N

o.201023-62

）。「
外
国
人
留
日
学
生
調
査
に
つ
い
て
」
文
部
省
学

校
教
育
局
長
、
一
九
四
八
年
五
月
二
五
日
（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o. 

201028-31

）。

（
396
）	

立
教
大
学
総
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
学
校
教
育
局
長
宛
一
九
四
六
年
九

月
一
三
日
付
「
外
国
人
留
日
学
生
及
朝
鮮
台
湾
出
身
学
生
調
査
の
件
」（「
立

教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201017-38

）。

（
397
）	

立
教
大
学
総
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
学
校
教
育
局
長
宛
一
九
四
七
年
六

月
二
五
日
付
「
外
国
人
留
学
生
調
査
に
つ
い
て
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」

N
o.201023-62

）。

（
398
）	

立
教
大
学
総
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
調
査
局
長
宛
一
九
四
八
年
七
月
二

四
日
付
「
大
学
、
高
等
専
門
学
校
在
学
者
の
出
身
都
道
府
県
別
調
査
に
つ
い

て
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201028-23

）。

（
399
）	
立
教
大
学
総
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
学
校
教
育
局
長
宛
一
九
四
八
年
六

月
八
日
付
「
外
国
人
留
日
学
生
調
査
に
つ
い
て
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」

N
o.201028-31

）。

（
400
）	

立
教
大
学
総
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
調
査
局
長
宛
一
九
四
八
年
七
月
二
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四
日
付
「
大
学
、
高
等
専
門
学
校
在
学
者
の
出
身
都
道
府
県
別
調
査
に
つ
い

て
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201028-23

）。

（
401
）	

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
学
校
教
育
局
長
宛
一

九
四
六
年
九
月
一
七
日
付
「
外
国
人
留
日
学
生
及
朝
鮮
台
湾
出
身
学
生
調
査

の
件
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.20118-30

）。

（
402
）	

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
学
校
教
育
局
長
宛
一

九
四
八
年
六
月
八
日
付
「
外
国
人
留
日
学
生
調
査
に
つ
い
て
」（「
立
教
大
学

庶
務
課
文
書
」N

o. 20129-12

）。

（
403
）	

制
度
上
の
規
定
で
は
、
戦
前
の
「
中
等
学
校
」
は
、
一
八
九
〇
年
代
末
ま

で
に
制
度
上
の
確
立
を
み
た
中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
実
業
学
校
の
三
つ
の

学
校
種
を
示
す
が
、「
中
等
学
校
教
員
養
成
」
と
い
う
場
合
に
は
、
中
学
校
、

高
等
女
学
校
、
師
範
学
校
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
は
戦
前
日
本
の
教
員
免
許
状
や
教
員
養
成
の
あ
り
方
が
、
基
本
的
に
は

中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
師
範
学
校
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
お
り
、
実

業
学
校
の
教
員
養
成
や
免
許
状
が
右
記
の
三
つ
の
学
校
種
の
教
員
養
成
と
は

異
な
る
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
戦
前
の
「
中
等
教
員

養
成
」
に
関
す
る
基
本
的
な
先
行
研
究
で
あ
る
船
寄
俊
雄
『
近
代
日
本
中
等

教
員
養
成
論
争
史
論
―
「
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
」
原
則
の
歴
史
的
研
究

―
』（
学
文
社
、
一
九
九
八
年
）
で
は
、
基
本
的
に
「
中
等
諸
学
校
」
を
師
範

学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
の
三
つ
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
同
書
八
二

～
八
四
頁
参
照
。

（
404
）	

中
等
学
校
教
員
養
成
の
三
つ
の
ル
ー
ト
は
、
奈
須
恵
子
「
中
等
学
校
教
員

の
歴
史
的
歩
み
」（
奈
須
恵
子
・
逸
見
敏
郎
編
著
『
学
校
・
教
師
の
時
空
間　

中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
師
を
め
ざ
す
あ
な
た
に
』
三
元
社
、
二
〇
一
二
年
）

一
六
一
～
一
六
七
頁
参
照
。

（
405
）	

船
寄
敏
雄
／
無
試
験
検
定
研
究
会
編
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
に
果
た

し
た
私
学
の
役
割
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』（
学
文
社
、
二
〇
〇
五
年
）
三
三

頁
。

（
406
）	

臨
時
教
員
養
成
所
に
つ
い
て
は
、
杉
森
知
也
「
中
等
教
員
養
成
史
上
に
お

け
る
臨
時
教
員
養
成
所
の
位
置
と
役
割
」（『
日
本
の
教
育
史
学
』
第
四
三
集
、

教
育
史
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
407
）	

一
九
〇
三
年
二
月
一
八
日
文
部
省
告
示
第
三
〇
号
（『
官
報
』
第
五
八
八

五
号
、
一
九
〇
三
年
二
月
一
八
日
）。
た
だ
し
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

に
は
「
法
律
学
科
卒
業
者
ハ
明
治
三
十
五
年
以
後
ノ
者
ニ
限
ル
」、
東
京
帝

国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
の
英
語
に
は
「
高
等
学
校
ニ
テ
主
ト
シ
テ
英
語
ヲ

修
メ
大
学
ニ
テ
二
箇
年
英
語
ヲ
修
メ
其
成
績
優
等
ナ
ル
者
ニ
限
ル
」
の
注
記

が
あ
る
。

（
408
）	

前
掲
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
に
果
た
し
た
私
学
の
役
割
に
関
す
る
歴

史
的
研
究
』（
学
文
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
七
五
頁
。

（
409
）	

同
右
、
二
七
一
～
二
七
八
頁
。

（
410
）	

前
掲
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
に
果
た
し
た
私
学
の
役
割
に
関
す
る
歴

史
的
研
究
』
に
お
い
て
、
船
寄
は
、「
い
ず
れ
の
学
科
目
に
お
い
て
も
、
学

生
の
学
習
意
欲
や
教
職
へ
の
志
望
動
機
、
学
生
の
受
講
態
度
、
学
生
の
学
力

不
足
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
教
員
組
織
の
取
り
組
み
や
学
習
環
境
な
ど
が
判

断
の
基
準
に
加
え
ら
れ
許
認
可
に
至
っ
て
い
」
と
し
て
、「
無
試
験
検
定
制

度
が
、
個
々
の
学
生
の
学
力
を
計
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

当
該
学
校
そ
の
も
の
が
一
定
水
準
の
学
力
を
有
し
た
学
生
を
輩
出
す
る
シ
ス

テ
ム
を
備
え
て
い
る
か
否
か
を
判
定
す
る
制
度
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い

る
（
二
七
三
～
二
七
四
頁
）。

（
411
）	

一
九
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
文
部
省
告
示
第
二
四
二
号
（『
官
報
』
第
八
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五
〇
一
号
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
）。
こ
の
文
部
省
告
示
で
は
、
一

八
九
九
年
文
部
省
令
第
二
五
号
に
よ
り
、
一
八
九
九
年
七
月
以
後
の
卒
業
者

に
対
し
て
無
試
験
検
定
の
取
扱
い
を
許
可
し
た
公
立
私
立
学
校
及
び
そ
の
検

定
学
科
目
一
覧
が
示
さ
れ
た
。

（
412
）	

無
試
験
検
定
の
許
可
学
校
一
覧
は
、
前
掲
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
に

果
た
し
た
私
学
の
役
割
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』
二
八
五
～
四
三
六
頁

（「
資
料
編　

許
可
学
校
の
部
」）
参
照
。

（
413
）	

一
九
二
三
年
四
月
五
日
文
部
省
告
示
第
二
六
二
号
（『
官
報
』
第
三
二
〇

一
号
、
一
九
二
三
年
四
月
五
日
）。

（
414
）	

一
九
二
五
年
一
月
二
二
日
文
部
省
告
示
第
一
二
号
（『
官
報
』
第
三
七
二

三
号
、
一
九
二
五
年
一
月
二
二
日
）。

（
415
）	

前
掲
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
に
果
た
し
た
私
学
の
役
割
に
関
す
る
歴

史
的
研
究
』
二
七
四
～
二
七
五
頁
。

（
416
）	

国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』（
第
四
巻
、
国
立
教
育
研

究
所
、
一
九
七
四
年
）
一
四
三
七
頁
の
表
一
一
、
国
立
教
育
研
究
所
編
『
日

本
近
代
教
育
百
年
史
』（
第
五
巻
、
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
七
四
年
）
八
二

四
頁
の
表
五
一
参
照
の
こ
と
。

（
417
）	

寺
﨑
昌
男
・「
文
検
」
研
究
会
編
『「
文
検
」
の
研
究
』（
学
文
社
、
一
九
九

七
年
）、
四
〇
頁
。

（
418
）	

寺
﨑
昌
男
・「
文
検
」
研
究
会
編
『「
文
検
」
試
験
問
題
の
研
究
』（
学
文
社
、

二
〇
〇
三
年
）
三
五
六
頁
。
同
書
五
二
六
～
五
二
七
頁
の
資
料
編
「
四
．
文

検
出
願
者
数
・
合
格
者
数
・
合
格
率
（
一
八
九
一
～
一
九
三
九
年
）」
も
参

照
の
こ
と
。

（
419
）	

前
掲
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
論
争
史
論
―
「
大
学
に
お
け
る
教
員
養

成
」
原
則
の
歴
史
的
研
究
―
』
一
五
頁
。

（
420
）	

一
九
一
八
年
一
二
月
五
日
勅
令
第
三
八
九
号
「
高
等
学
校
令
」（『
官
報
』

第
一
九
〇
三
号
、
一
九
一
八
年
一
二
月
六
日
）。

（
421
）	

一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
文
部
省
令
第
八
号
（『
官
報
』
第
一
九
九
四
号
、

一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
）。

（
422
）	

一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
文
部
省
令
第
一
〇
号
（『
官
報
』
第
一
九
九
四

号
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
）。

（
423
）	

一
九
一
九
年
一
二
月
か
ら
二
三
年
四
月
の
指
定
の
記
録
の
欠
落
は
、
記
録

が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
可
能
性
が
推
測
で
き
る
。
四
〇
年
か
ら
四
八
年
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
別

の
簿
冊
に
綴
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
が
、
現
時
点
で
は
発
見

で
き
て
い
な
い
。

（
424
）	

奈
須
恵
子
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
変
容
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』
二
六
二

～
二
六
五
頁
。
元
の
資
料
は
、「
高
等
学
校
教
員
規
程
ニ
依
ル
無
試
験
検
定

ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ノ
指
定　

第
一
冊　

大
正
十
三
年
～
昭
和
三
年
」

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
425
）	

前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
容
に
つ
い
て
」
二
六
五
頁
、
二
六
九
頁
。

（
426
）	

同
右
、
二
六
五
頁
、
二
九
二
頁
。

（
427
）	

一
九
三
四
年
一
月
の
大
谷
大
学
文
学
部
支
那
学
専
攻
の
「
漢
文
」
の
指
定

に
あ
た
っ
て
、
大
谷
大
学
の
審
査
と
連
動
し
て
、
す
で
に
指
定
を
受
け
て
い

た
龍
谷
大
学
の
「
支
那
学
」
の
講
義
に
関
し
て
も
「
過
去
三
ヶ
年
間
ニ
於
ケ

ル
講
義
内
容
（
題
目
）、
毎
週
授
業
時
数
及
担
任
教
員
氏
名
等
」
を
回
報
す

る
よ
う
に
と
の
指
示
が
文
部
省
か
ら
出
さ
れ
、
再
審
査
が
な
さ
れ
た
（
前
掲

「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
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容
に
つ
い
て
」
二
六
五
頁
）。

（
428
）	

同
右
、
二
七
〇
～
二
七
二
頁
。

（
429
）	

同
右
、
二
八
六
頁
。

（
430
）	
同
右
、
二
八
七
頁
。

（
431
）	
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
文
部
省
令
第
八
号
「
高
等
学
校
規
程
」
第
二
九

条
（『
官
報
』
第
一
九
九
四
号
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
）
で
は
「
公
立

又
ハ
私
立
ノ
高
等
学
校
ノ
教
員
数
竝
専
任
教
員
及
兼
任
教
員
ノ
割
合
ハ
文
部

大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
具
体
的
な
割
合
を

示
す
法
令
や
通
牒
に
つ
い
て
の
詳
細
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
有
資

格
教
員
と
無
資
格
教
員
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
文

部
省
令
第
一
〇
号
「
高
等
学
校
教
員
規
程
」
第
一
三
条
（『
官
報
』
第
一
九

九
四
号
、
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
）
で
「
高
等
学
校
高
等
科
ニ
於
テ
ハ
教

員
数
ノ
三
分
ノ
一
以
内
ヲ
限
リ
高
等
科
教
員
免
許
状
ノ
有
セ
ザ
ル
者
ヲ
以
テ

教
員
ニ
充
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
明
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一
九
年
一
二

月
四
日
文
部
省
令
第
四
〇
号
「
高
等
学
校
教
員
規
程
中
改
正
」
に
よ
り
、

「
五
年
以
上
高
等
学
校
、
専
門
学
校
又
ハ
之
ニ
準
ス
ヘ
キ
学
校
ノ
教
員
タ
リ

シ
者
」
も
無
試
験
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
対
象
と
な
っ
た
（『
官
報
』

第
二
二
〇
一
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
四
日
）。

（
432
）	

一
九
一
八
年
一
二
月
五
日
勅
令
第
三
八
八
号
「
大
学
令
」（
一
九
一
八
年
一

二
月
六
日
『
官
報
』
第
一
九
〇
三
号
）
第
一
四
条
。

（
433
）	

「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
は
、

「
一
の
〇
一　

Ｔ
一
二
年
度
」
か
ら
「
一
の
一
〇　

Ｓ
二
五
年
度
」
の
一
〇

冊
が
確
認
で
き
る
。「
一
の
〇
一
」
と
「
一
の
〇
二
」
台
帳
は
、
一
九
二
三

年
九
月
の
関
東
大
震
災
以
前
の
免
許
状
授
与
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
一
の

〇
一
」
で
は
免
許
事
由
欄
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
（「
一
の
〇
二
」
に
は
免

許
事
由
欄
の
記
載
が
あ
る
）。
震
災
後
の
「
一
の
〇
三
」（
二
三
年
一
一
月
～

二
九
年
六
月
）
以
降
、「
一
の
一
〇
」（
五
〇
年
三
月
～
五
一
年
三
月
）
台
帳

ま
で
の
教
員
免
許
状
番
号
は
通
し
番
号
で
あ
る
。

（
434
）	

た
と
え
ば
、
日
本
中
世
史
研
究
者
の
大
森
金
五
郎
は
、
一
八
九
四
年
に
帝

国
大
学
文
科
大
学
国
史
科
を
卒
業
し
、
九
九
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
学
習

院
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
が
、
そ
の
大
森
が
二
三
年
一
一
月
に
五
六
歳
で

「
日
本
史
及
東
洋
史
」
の
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
状
を
取
得
し
た
の
は
、

二
四
年
か
ら
の
明
治
大
学
予
科
講
師
担
当
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重
な
っ
て
い
る

（「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）　

一
の
〇
三　

Ｓ
〇
四
年
度
」

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
こ
の
台
帳
は
一
九
二
三
年
一
一
月
か
ら
一
九
二
九

年
六
月
ま
で
の
免
許
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）。
大
森
金
五
郎
に
つ
い
て

は
、
日
本
歴
史
学
会
編
（『
日
本
史
研
究
者
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

九
年
）
の
「
大
森
金
五
郎
」
の
項
を
参
照
。

（
435
）	

た
と
え
ば
、
田
辺
忠
男
は
一
九
一
六
年
七
月
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

経
済
科
卒
業
で
あ
り
、
一
八
七
六
年
生
ま
れ
の
小
林
秀
雄
は
一
九
〇
四
年
七

月
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
卒
業
で
あ
っ
て
、
大
学
卒
業
時
点
で

は
な
く
、
明
ら
か
に
立
教
大
学
が
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
な
る
時
点
で
、
教

員
と
し
て
の
必
要
か
ら
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免
許
状
を
一
九
二
二
年
に
取

得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
田
辺
と
小
林
の
大
学
卒
業
年
な
ど
は
、『
遠
山
郁

三
日
誌
』
巻
末
の
参
考
資
料
を
参
照
）。

（
436
）	

立
教
大
学
の
無
試
験
検
定
指
定
に
関
し
て
は
前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教

系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
容
に
つ
い
て
」、
特
に

宗
教
学
科
の
申
請
が
不
認
可
と
な
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
前
掲
「
立
教
大
学

と
聖
公
会
神
学
院
の
二
重
学
籍
制
度
」
参
照
。

（
437
）	

前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
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ム
の
変
容
に
つ
い
て
」
二
五
八
～
二
五
九
頁
。

（
438
）	

一
九
二
五
年
一
月
二
二
日
文
部
省
告
示
第
一
二
号
（
一
九
二
五
年
一
月
二

二
日
『
官
報
』
第
三
七
二
三
号
）。
申
請
は
、
一
九
二
四
年
六
月
に
行
な
っ

て
い
る
。「
教
員
無
試
験
検
定
ニ
関
ス
ル
指
定
学
校
名
及
学
科
目　

第
一
冊　

自
大
一
二
年
至
昭
二
年　
（
明
治
三
六
．
二
．
一
八
告
示
第
三
〇
号
）」（
国
立

公
文
書
館
所
蔵
）。
こ
の
簿
冊
は
、「
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
」
教
員

免
許
の
無
試
験
検
定
の
指
定
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
二
三

年
か
ら
始
ま
る
第
一
冊
か
ら
一
九
三
七
年
で
終
わ
る
第
三
冊
ま
で
現
存
し
て

い
る
。

（
439
）	

一
九
二
七
年
八
月
三
一
日
文
部
省
告
示
第
二
七
七
号
（
一
九
二
七
年
八
月

三
一
日
『
官
報
』
第
二
〇
三
号
）。
前
掲
「
教
員
無
試
験
検
定
ニ
関
ス
ル
指

定
学
校
名
及
学
科
目　

第
一
冊　

自
大
一
二
年
至
昭
二
年　
（
明
治
三
六
．

二
．
一
八
告
示
第
三
〇
号
）」。
立
教
大
学
か
ら
一
九
二
六
年
六
月
三
〇
日
申

請
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
履
修
す
べ
き
単
位
の
詳
細
等
を
提
出
せ
よ
と
の
文

部
省
か
ら
の
指
示
・
照
会
が
二
七
年
一
月
二
九
日
付
で
あ
り
、
二
月
三
日
に

立
教
大
学
か
ら
回
答
し
て
い
る
。

（
440
）	

一
九
三
四
年
一
一
月
八
日
文
部
省
告
示
第
二
七
四
号
（
一
九
三
四
年
一
一

月
八
日
『
官
報
』
第
二
三
五
七
号
）。「
教
員
無
試
験
検
定
ニ
関
ス
ル
指
定
学

校
名
及
学
科
目　

第
三
冊　

自
昭
七
年
至
昭
一
二
年　
（
明
治
三
六
．
二
．

一
八
告
示
第
三
〇
号
）」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
441
）	

一
九
三
六
年
三
月
二
八
日
文
部
省
告
示
第
一
〇
九
号
（
一
九
三
六
年
三
月

二
八
日
『
官
報
』
第
二
七
六
九
号
）。
前
掲
「
教
員
無
試
験
検
定
ニ
関
ス
ル

指
定
学
校
名
及
学
科
目　

第
三
冊　

自
昭
七
年
至
昭
一
二
年　
（
明
治
三
六
．

二
．
一
八
告
示
第
三
〇
号
）」。

（
442
）	

前
掲
「
教
員
無
試
験
検
定
ニ
関
ス
ル
指
定
学
校
名
及
学
科
目　

第
一
冊　

自
大
一
二
年
至
昭
二
年　
（
明
治
三
六
．
二
．
一
八
告
示
第
三
〇
号
）」。

（
443
）	

前
掲
「
立
教
大
学
と
聖
公
会
神
学
院
の
二
重
学
籍
制
度
」。

（
444
）	

前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
容
に
つ
い
て
」
三
〇
二
頁
。

（
445
）	

前
掲
「
立
教
大
学
と
聖
公
会
神
学
院
の
二
重
学
籍
制
度
」
二
二
四
～
二
二

六
頁
。

（
446
）	

前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
容
に
つ
い
て
」
二
八
七
頁
。

（
447
）	

一
九
二
八
年
三
月
一
日
文
部
省
告
示
第
一
〇
一
号
（
一
九
二
八
年
三
月
一

日
『
官
報
』
第
三
五
〇
号
）、
一
九
三
三
年
一
月
三
一
日
文
部
省
告
示
第
二

三
号
（
一
九
三
三
年
一
月
三
一
日
『
官
報
』
第
一
八
二
四
号
）、
一
九
三
九

年
二
月
二
五
日
文
部
省
告
示
第
六
四
号
（
一
九
三
九
年
二
月
二
五
日
『
官

報
』
第
三
六
四
一
号
）。

（
448
）	

前
掲
「
高
等
学
校
教
員
規
程
ニ
依
ル
無
試
験
検
定
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ル

者
ノ
指
定　

第
一
冊　

大
正
十
三
年
～
昭
和
三
年
」
所
収
の
一
九
二
八
年
三

月
一
日
文
部
省
告
示
第
一
〇
一
号
告
示
案
作
成
過
程
の
関
係
書
類
。

（
449
）	

前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
容
に
つ
い
て
」
二
七
三
～
二
七
五
頁
。

（
450
）	

「
高
等
学
校
教
員
規
程
ニ
依
ル
無
試
験
検
定
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ノ

指
定　

第
二
冊　

昭
和
五
年
～
昭
和
十
二
年
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
所
収

の
一
九
三
三
年
一
月
三
一
日
文
部
省
告
示
第
二
三
号
告
示
案
作
成
過
程
の
関

係
書
類
。

（
451
）	
前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
容
に
つ
い
て
」
二
七
五
～
二
七
六
頁
。

（
452
）	

同
右
、
二
七
一
～
二
七
二
頁
。
同
志
社
大
学
は
一
九
三
〇
年
時
点
で
、
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「
機
械
及
実
験
室
等
ノ
設
備
不
充
分
」
に
よ
り
、
申
請
し
て
い
た
「
心
理
及

論
理
」
の
指
定
が
一
度
保
留
と
な
っ
て
お
り
、
設
備
の
充
実
と
改
善
を
は

か
っ
た
上
で
、
三
四
年
一
月
に
指
定
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

	
　

心
理
学
実
験
設
備
等
に
対
す
る
審
査
の
厳
格
化
は
、
一
九
二
八
年
に
高
等

学
校
高
等
科
「
心
理
及
論
理
」
の
教
授
要
目
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
時
の
備
考

と
し
て
「
教
授
ニ
際
シ
テ
ハ
適
宜
供
覧
及
実
験
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
」
が
指
示
さ

れ
て
、
実
験
の
実
施
が
推
進
さ
れ
だ
し
た
こ
と
と
も
関
係
し
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

（
453
）	

立
教
大
学
の
心
理
学
の
仮
実
験
室
は
一
九
一
五
年
に
「
校
友
会
館
の
一

室
」
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、「
偶
々
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
実
業
家
米
山
梅
吉

氏
（
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
）
の
令
息
が
本
学
哲
学
科
在
学
中
不
幸
逝
世
さ
れ
た
に

就
い
て
其
追
憶
記
念
と
し
て
奨
学
金
を
寄
贈
さ
れ
た
の
を
亡
令
息
の
研
究
課

目
で
も
あ
っ
た
こ
の
心
理
学
実
験
室
の
新
築
資
金
に
受
納
す
る
こ
と
と
な

り
」、
一
九
三
二
年
一
一
月
、
四
九
坪
六
室
の
心
理
学
実
験
室
が
建
築
さ
れ

た
と
い
う
（
前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
三
五
～
一
三
六
頁
）。
な

お
、
第
三
編
第
四
章
第
三
節
も
参
照
の
こ
と
。

（
454
）	

「
高
等
学
校
教
員
規
程
ニ
依
ル
無
試
験
検
定
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ノ

指
定　

第
三
冊　

自
昭
和
十
二
、
十
三
、
十
四
、
二
十
四
年
」（
国
立
公
文
書

館
所
蔵
）
所
収
の
一
九
三
九
年
二
月
二
五
日
文
部
省
告
示
第
六
四
号
告
示
案

作
成
過
程
の
関
係
書
類
。

（
455
）	

一
九
三
七
年
一
二
月
一
三
日
申
請
、
一
九
三
八
年
二
月
一
〇
日
結
了
「
立

教
大
学
学
則
中
変
更
認
可
」（「
自
大
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年
五
月　

立
教

大
学　

第
一
三
冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
456
）	

前
掲
「
敗
戦
前
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
教
育
組
織
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
容
に
つ
い
て
」
二
八
六
～
二
八
七
頁
。

（
457
）	

旧
制
の
時
期
の
中
等
学
校
教
員
免
許
の
台
帳
と
高
等
学
校
高
等
科
教
員
免

許
の
台
帳
は
、
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
等
学
校

教
員
免
許
の
台
帳
で
あ
る
『
教
員
免
許
台
帳
（
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学

校
）』
の
う
ち
、
無
試
験
検
定
に
よ
る
免
許
の
台
帳
は
、
一
九
〇
二
年
二
月

六
日
か
ら
一
九
五
〇
年
三
月
一
〇
日
の
免
許
状
交
付
を
記
載
し
て
い
る

（「
教
員
免
許
台
帳
（
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
）」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）。
一
九
〇
二
年
二
月
六
日
交
付
分
か
ら
始
ま
る
「
五
の
〇
一　

Ｔ
〇
四

年
度
」
の
台
帳
か
ら
、
一
九
五
〇
年
三
月
一
〇
日
交
付
分
で
終
わ
る
「
五
の

四
五　

Ｓ
二
四
年
度
」
の
台
帳
ま
で
計
四
五
冊
が
、
無
試
験
検
定
に
よ
る
免

許
状
交
付
を
記
載
し
た
台
帳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）。
高
等
学
校
高
等
科

教
員
免
許
台
帳
の
う
ち
無
試
験
検
定
を
扱
っ
た
「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学

校
・
無
試
験
）」
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
〇
冊
残
さ
れ
て
お
り
、
一
九
二
〇

年
三
月
か
ら
一
九
五
一
年
三
月
ま
で
の
免
許
状
交
付
を
記
載
し
、
基
本
的
に

は
交
付
し
た
年
月
日
の
順
番
に
台
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（「
教
員
免
許
台

帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
一
九
二
〇
年
三
月
一

一
日
交
付
分
か
ら
始
ま
る
「
一
の
〇
一　

Ｔ
一
二
年
度
」
の
台
帳
か
ら
、
一

九
五
一
年
三
月
三
一
日
交
付
分
で
終
わ
る
「
一
の
一
〇　

Ｓ
二
五
年
度
」
の

台
帳
ま
で
の
計
一
〇
冊
が
確
認
で
き
る
）。

（
458
）	

奈
須
恵
子
「
旧
制
立
教
大
学
卒
業
生
の
教
員
免
許
取
得
状
況
に
つ
い
て
」

（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
の
【
表
1
】
参
照
。

『
教
員
免
許
台
帳
（
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
）』
の
う
ち
、
無
試
験
検

定
に
よ
る
免
許
の
台
帳
か
ら
、
免
許
事
由
欄
に
立
教
大
学
の
卒
業
が
記
さ
れ

た
免
許
取
得
者
の
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
。

（
459
）	

「
教
員
免
許
台
帳
（
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
）　

五
の
二
四
」（
国
立

公
文
書
館
所
蔵
）。
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（
460
）	

前
掲
「
旧
制
立
教
大
学
卒
業
生
の
教
員
免
許
取
得
状
況
に
つ
い
て
」
の

【
表
2
】
参
照
。「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）」
の
う
ち
、
免

許
事
由
欄
に
立
教
大
学
卒
業
と
記
載
さ
れ
た
免
許
取
得
者
の
状
況
を
一
覧
に

し
た
も
の
。

（
461
）	

「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）　

一
の
〇
六
」（
国
立
公
文
書
館

所
蔵
）。

（
462
）	

『
遠
山
郁
三
日
誌
』
四
四
五
頁
。

（
463
）	

『
文
部
省
年
報
』
の
卒
業
生
の
卒
業
後
約
一
年
が
経
過
し
た
時
点
で
の
状

況
欄
（
進
路
の
状
況
）
に
掲
載
さ
れ
た
数
値
と
な
る
。『
文
部
省
年
報
』
の

こ
の
欄
に
立
教
大
学
の
情
報
の
掲
載
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
二
五
年
度
の
第

五
三
年
報
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
年
一
九
二
四
年
度
卒
業
者
に
つ
い
て
の
進
路

を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
四
三
年
度
の
第
七
一
年
報
に
掲
載
さ

れ
た
一
九
四
二
年
度
卒
業
者
の
状
況
ま
で
は
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
た
（『
文

部
省
年
報
』
で
は
、
そ
の
後
一
九
四
四
年
度
、
四
五
年
度
に
は
こ
の
欄
自
体

が
掲
載
さ
れ
ず
、
四
六
年
度
の
第
七
十
四
年
報
、
四
七
年
度
の
第
七
十
五
年

報
で
欄
は
再
び
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
戦
後
の
二
つ
の
年
度

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
卒
業
生
の
卒
業
年
度
の
記
載
が
な
い
た
め
、
今

回
の
検
討
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
し
た
）。
卒
業
者
の
進
路
に
関
す
る
欄
で

は
、
そ
の
内
訳
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
が
、「
行
政
官

吏
」「
司
法
官
吏
」「
技
術
官
吏
」「
陸
軍
幹
部
候
補
生
及
兵
役
」「
陸
海
軍
軍

医
」「
学
校
職
員
」「
公
吏
」「
病
院
医
員
」「
弁
護
士
」「
銀
行
・
会
社
員
」「
新

聞
雑
誌
記
者
」「
職
業
未
定
又
ハ
不
詳
ノ
者
」
な
ど
が
、
継
続
し
て
み
ら
れ

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
。

（
464
）	

『
文
部
省
年
報
』
第
七
十
一
年
報
。

（
465
）	

『
文
部
省
年
報
』
第
六
十
六
年
報
。

（
466
）	

一
九
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
文
部
省
告
示
第
二
四
二
号
（『
官
報
』
第
八

五
〇
一
号
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
）。

（
467
）	

「
文
学
部
の
更
正
を
望
む
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
六
号
、
一
九
三
一
年

二
月
一
九
日
）
二
面
。

（
注　

第
五
章
）

（
1
）	

「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ヲ
定
ム
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

1401146600

「
公
文
類
聚
・
第
六
十
七
編
・
昭
和
十

八
年
・
第
百
一
巻
・
学
事
一
・
学
制
・
教
育
費
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
は
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
二
日
閣

議
決
定
。
こ
れ
に
伴
う
諸
通
牒
・
発
表
等
に
つ
い
て
は
、
文
政
研
究
会
『
文

教
維
新
の
綱
領
』（
新
紀
元
社
、
一
九
四
四
年
四
月
。
一
九
四
四
年
九
月
増
補

訂
正
二
版
）
の
「
附
録
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に
伴
ふ
文

部
当
局
発
表
抄
」、『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』（
第
七
巻
、
大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
、
一
九
五
六
年
）
参
照
の
こ
と
。

（
2
）	

一
九
三
八
年
八
月
二
三
日
勅
令
第
五
九
九
号
「
学
校
卒
業
者
使
用
制
限

令
」（『
官
報
』
第
三
四
九
三
号
、
一
九
三
八
年
八
月
二
四
日
）。
広
重
徹
『
科

学
の
社
会
史
』（
下
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
九
頁
。
底
本
は
『
科
学

の
社
会
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
）。

（
3
）	

前
掲
『
科
学
の
社
会
史
』
下
巻
、
一
二
～
一
七
頁
。

（
4
）	

同
右
、
一
五
頁
。

（
5
）	
中
島
寧
綱
、
労
働
省
職
業
安
定
局
監
修
『
職
業
安
定
行
政
史
』（
社
団
法
人

雇
用
問
題
研
究
会
、
一
九
八
八
年
）
一
四
四
頁
。

（
6
）	

前
掲
『
科
学
の
社
会
史
』
下
巻
、
一
五
頁
。

（
7
）	

た
だ
し
、
一
九
三
七
年
度
か
ら
航
空
学
科
の
新
設
や
京
城
帝
国
大
学
理
工




